
第
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帝
政
期
フ
ラ
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ル
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け
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政
策
と
家
族
扶
助
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第二帝政期フランクフルトにおける住宅政策と家族扶助（北村）

【
要
約
】
　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
第
二
帝
政
期
に
、
急
速
な
工
業
化
に
よ
っ
て
、
労
働
者
層
の
住
環
境
が
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
に
対

し
て
、
～
方
で
住
宅
を
建
設
し
性
状
を
改
善
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
公
的
な
住
宅
監
督
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
他
方
で
市
民
的
な

住
文
化
や
衛
生
を
教
示
す
る
こ
と
で
改
善
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
後
者
は
大
戦
前
夜
に
は
、
労
働
者
を
家
族
全
体
で
保
護
す
る
家
族
扶
助

と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
家
政
扶
助
団
体
な
ど
女
性
団
体
の
活
動
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
佳
宅

監
督
制
度
が
家
族
扶
助
シ
ス
テ
ム
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
歴
史
的
経
緯
と
発
端
を
示
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
佐
宅
政
策
の
先
進
地
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
事
例
を
通
じ
て
、
第
二
帝
政
期
に
お
い
て
、
住
宅
を
舞
台
に
し
て
、
女
性
た
ち
に
よ
る
私
的
な
救
貧
扶
助
が
家
族
扶
助
と
見
な

さ
れ
、
一
九
一
二
年
に
は
女
性
の
住
宅
監
督
官
と
い
う
公
的
制
度
に
結
実
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
二
巻
四
号
　
一
九
九
九
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
、
急
速
に
進
ん
だ
工
業
化
と
都
市
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
住
宅
問
題
が
、
社
会
問
題
と
し
て
重
大
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
○
年
代
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
第
二
帝
政
期
の
ド
イ
ツ
で
は
、
他
の
諸
国
と
比
べ
て
一
層
深
刻
に
受
け
止
め
ら
れ
、

た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
長
ミ
ー
ケ
ル
冒
富
碁
①
ω
ζ
葺
器
一
（
～
八
八
O
l
～
八
九
〇
）
は
、
大
都
市
で
は
「
住
宅
内
部
に
お
け
る
過
密
状

態
が
危
険
な
ほ
ど
高
ま
映
人
問
の
住
宅
に
は
適
さ
な
い
建
物
に
ま
で
人
々
奮
住
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
如
・
さ
ら
に
社
ム
至
馨
エ
ン
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ゲ
ル
ス
即
δ
締
貯
げ
皆
目
σ
q
巴
ω
も
『
住
宅
問
題
隠
の
中
で
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
急
激
に
生
じ
た
た
め
、
小
市
民
を
含
ん
だ
社
会
的
下
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
閲
で
、
た
だ
で
さ
え
劣
悪
な
住
宅
事
情
が
悪
化
し
、
寝
場
所
を
確
保
で
き
な
い
者
も
い
る
、
と
描
写
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
く
問
題
視
さ
れ
て
い
た
住
宅
問
題
は
、
第
｝
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
の
中
で
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
に
な
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル

共
和
国
の
成
立
と
と
も
に
藁
家
が
解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
一
五
五
条
で
、
土
地
利
用
の

規
制
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
に
「
健
康
な
住
宅
」
を
保
障
し
、
「
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
家
族
、
と
り
わ
け
多
子
家
族
に
、
そ
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
応
じ
た
住
宅
と
生
計
の
場
」
を
保
障
す
る
こ
と
が
明
確
に
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
R
す
べ
き
は
、
「
健
康
な
住
宅
」
を
目
指
し

て
、
家
族
と
住
宅
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
住
宅
政
策
が
家
族
政
策
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

ま
さ
に
住
宅
内
部
に
お
け
る
居
住
者
の
健
康
な
家
族
生
活
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
二
九
条
の
家
族
政
策
規
定
に
お
い
て

「
家
族
の
清
潔
維
持
お
よ
び
健
全
化
、
そ
の
社
会
的
援
助
は
公
の
課
題
で
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
国
家
の
も
う
一
つ
の
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

題
と
も
絡
み
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
憲
法
規
範
を
も
と
に
し
て
、
住
宅
扶
助
睦
家
族
扶
助
の
公
的
制
度
化
が
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
進
め
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

ア
ム
・
マ
イ
ン
（
以
下
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
略
）
で
は
、
一
九
二
九
年
に
青
少
年
扶
助
や
健
康
扶
助
な
ど
を
綜
合
し
た
家
族
扶
助
国
9
ヨ
憎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
δ
口
｛
臼
ω
o
H
σ
q
の
制
度
が
確
立
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
家
族
扶
助
員
が
家
庭
訪
悶
を
通
じ
て
、
対
象
家
族
を
統
　
的
に
扶
助
す
る
制
度
で
あ
り
、
そ

の
根
底
に
は
家
族
を
全
体
と
し
て
保
護
し
て
い
く
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
本
稿
の
課
題
は
、
家
族
扶
助
制
度
の
基
礎
と
な
っ
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル

憲
法
＝
九
条
お
よ
び
一
五
五
条
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
、
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
家
族
扶
助
の
概
念
形
成
と
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る

こ
と
に
あ
る
。

　
家
族
扶
助
の
場
と
な
っ
た
住
宅
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
し
て
は
、
す
で
に
ニ
ー
ト
ハ
マ
ー
と
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
イ
ア
ー
の
「
労
働
者
は
第
二
帝
政

期
に
ど
の
よ
う
に
住
ん
で
い
た
か
？
」
論
文
（
一
九
七
六
年
）
以
来
、
労
働
者
文
化
の
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
、
居
住
行
動
や
居
住
を
と
り
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

社
会
的
無
関
係
の
概
究
や
住
宅
政
策
お
よ
び
住
宅
改
革
運
動
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
【
九
九
一
年
に
出
さ
れ
た
ツ
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第二帝政期フランクフルトにおける住宅政策と家族扶助（北村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

イ
ン
マ
ー
マ
ン
の
『
住
宅
問
題
か
ら
住
宅
政
策
へ
』
は
、
本
稿
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
○
年
代
半
ば

に
住
宅
政
策
が
登
場
し
た
と
き
に
、
社
会
衛
生
学
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
住
宅
問
題
に
対
し
て
、
「
健
康
と
衛
生
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
最
重
視
す
る
社
会
衛
生
学
は
、
市
場
干
渉
的
な
住
宅
政
策
を
正
当
化
す
る
論
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
世
紀
転
換
期
に
世
論
を
席
巻
し
た
社
会
衛
生
の
観
念
を
、
広
く
社
会
的
下
層
に
ま
で
浸
透
さ
せ
た
の
は
、
し
か
し
、
女
性
に
よ
っ
て
撫
わ
れ

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
フ
レ
ー
フ
ェ
ル
ト
は
そ
れ
を
女
性
が
社
会
の
衛
生
化
に
果
た
し
た
役
割
を
分
析
す
る
こ
と
で
と
ら
え
よ
う

と
し
た
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
○
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
、
健
康
－
衛
生
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
洗
礼
を
受
け
た
市
民
女
性
が
、
家
庭
訪
問
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
通
し
て
労
働
者
女
性
に
衛
生
観
念
を
伝
達
し
、
労
働
者
家
族
内
部
か
ら
の
市
民
化
・
衛
生
化
に
寄
与
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
ザ
ク
セ

ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
発
展
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
母
性
主
義
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
市
民
的
女
性
運
動
は
、
貧
民
救
済
や
青
少
年
の
不
良
化
、

住
宅
問
題
な
ど
の
「
社
会
問
題
」
に
対
し
て
、
「
精
神
的
母
性
」
を
掲
げ
、
母
性
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
解
決
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

そ
の
際
女
性
の
社
会
参
加
は
、
福
祉
や
教
育
の
分
野
に
お
い
て
、
健
康
な
家
族
麺
社
会
目
国
民
の
形
成
と
い
う
全
体
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
も
の
だ
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
住
宅
を
舞
台
と
す
る
家
族
扶
助
の
形
成
を
直
接
扱
っ
た
研
究
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
の

方
向
が
、
住
宅
問
題
の
歴
史
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
発
展
史
に
分
か
れ
て
い
て
、
両
者
を
つ
な
ぐ
試
み
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
に
よ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
ザ
ク
セ
に
よ
る
指
摘
の
他
は
、
わ
ず
か
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
、
社
会
改
良
的
な
住
宅
議
論
の
中
で
、
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
ち
が
住
宅
扶
助
を
自
ら
の
な
す
べ
き
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
第
二
帝
政
期

に
お
い
て
、
住
宅
を
舞
台
と
し
た
女
性
た
ち
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
住
宅
監
督
制
度
と
の
結
び
つ
き
を
通
し
て
家
族
扶
助
概
念
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
を
、
そ
れ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
の
中
に
社
会
国
家
の
要
素
と
し
て
規
範
化
さ
れ
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
公
的
に
制
度
化
さ
れ
る
と
い
う
展

望
の
も
と
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
を
事
例
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
、
第
二
帝
政
期
に
は
、
市
長
ミ
ー
ケ
ル
と
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

デ
ィ
ケ
ス
噴
冨
自
〉
蝕
。
犀
霧
（
～
八
九
〇
1
一
九
一
二
）
の
も
と
で
住
宅
政
策
の
最
先
進
都
市
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
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以
下
で
は
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
概
要
と
人
口
構
成
、
そ
し
て
一
八
八
三
年
の
救
貧
制
度
改
正
を
概
観
し
、
救
貧
問
題
と
関
連
づ
け

ら
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
住
宅
問
題
の
様
相
お
よ
び
住
宅
政
策
を
見
て
い
く
。
二
章
で
は
、
救
貧
扶
助
を
担
っ
て
い
た
私
的
な
女
性
団
体
の

中
で
、
と
く
に
市
の
住
宅
政
策
に
対
癒
し
て
住
宅
扶
助
を
展
開
し
た
家
政
扶
助
団
体
国
書
ω
口
げ
σ
q
①
＜
2
且
⇒
の
活
動
を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
う

し
た
活
動
を
通
し
て
住
宅
内
部
に
お
け
る
家
族
扶
助
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
こ
の
扶
助
が
、
生
活
の
場
で
あ
る
住

宅
の
改
善
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
論
理
を
導
出
し
た
い
。
そ
の
上
で
三
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
内
に
お
け
る
諸
団
体
、
と
く
に
女
性
団
体
の

住
宅
監
督
設
置
を
め
ぐ
る
議
論
と
、
実
際
に
自
治
体
が
一
九
一
二
年
に
住
宅
監
督
を
制
度
化
す
る
ま
で
の
行
政
交
渉
を
追
っ
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

①
』
。
旨
煮
Φ
ω
罫
聲
9
更
巴
Φ
円
田
§
α
q
」
『
画
塾
警
濤
§
二
五
、
N
物
醤
、
き
憩
貯
ト

　
㌧
o
N
ミ
沖
○
。
O
（
一
。
。
c
。
①
y
ω
高
×
－
×
×
押
匡
①
門
o
D
］
×
．
な
お
、
住
宅
政
策
を
通
し
て
ヴ

　
ァ
イ
マ
ル
社
会
團
家
の
理
念
を
読
み
解
く
と
同
時
に
、
問
題
点
を
浮
か
び
上
が
ら

　
せ
た
、
後
藤
俊
明
凹
ド
イ
ツ
住
宅
問
題
の
政
治
社
会
史
』
未
来
社
、
一
九
九
九
年
、

　
は
、
そ
の
序
章
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
問
題
研
究
史
を
第
二
帝
政
期
か
ら
概

　
観
し
て
お
り
、
本
稿
は
そ
れ
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

②
閃
旨
象
9
野
σ
q
Φ
グ
N
母
≦
。
7
謹
話
。
。
富
㈹
Φ
」
罠
さ
§
商
嵩
鷺
砕
O
跨
§
㌣

　
琳
ミ
葉
叢
∪
δ
欝
6
c
。
倉
甲
軸
蒔
w
ψ
し
。
－
o
。
押
露
臼
ρ
？
c
。
．
邦
訳
…
エ
ン
ゲ
ル
ス
、

　
村
田
陽
～
訳
「
住
宅
閥
題
」
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
大
月
書
店
、
　
一

　
九
七
⊥
ハ
炉
ヰ
、
　
二
〇
五
－
一
～
○
ふ
ハ
頁
。

③
国
ヨ
し
。
け
幻
亀
。
扇
田
ぴ
①
さ
b
冬
ヘ
ミ
ミ
巽
ミ
譜
§
9
§
ぎ
忌
偽
恥
§
窯
§
§
黄

　
b
d
山
．
G
。
”
ω
露
里
σ
q
帥
ミ
ゆ
Φ
日
賦
5
＼
図
α
騨
＼
鼠
鉱
貫
一
8
①
ω
．
窃
一
・

④
叫
び
噺
‘
ω
」
＆
．

⑤
そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
0
騨
巨
。
冨
ω
営
屋
Φ
ヨ
憲
慧
ミ
ミ
蒙
ミ
泰
熱
・
§

　
き
N
碧
隷
尊
異
浄
N
ミ
、
さ
、
ミ
爲
、
ミ
孚
§
§
富
鑓
馨
ミ
頓
N
Q
。
ミ
ー
N
竃
⑩
卜
。
．
〉
鼠
r

　
O
鷲
毘
魯
お
逡
（
宰
舞
宏
母
樽
一
㊤
。
。
9
魑
O
o
』
一
？
卜
。
b
。
刈
を
参
照
。

⑥
た
と
え
ば
、
営
9
累
Φ
匪
磐
屋
鈴
¢
三
舞
ζ
一
§
ぴ
Φ
騨
く
8
筆
石
N
こ
d
纂
α
q
，

　
鴨
塁
§
”
ヨ
①
ま
訂
け
9
≧
げ
警
賃
ぎ
密
認
同
邑
。
鷺
一
差
”
》
惹
ご
醤
、

　
象
蕊
鑓
喧
逡
ミ
鼻
黄
δ
（
一
⑩
刈
①
）
w
ψ
①
一
－
一
ω
豊
国
鴛
ω
冒
円
α
q
魯
日
Φ
三
Φ
び
臼
α
Q
（
国
σ
Q
．
）
▼

　
＄
呼
§
ミ
§
§
晦
§
N
ゆ
§
糺
瞭
9
§
趣
さ
§
譜
詳
閤
α
ぽ
＼
芝
冨
滞
一
り
。
。
曾
血
臼
ω
・

　
＼
Ω
Φ
日
Φ
器
≦
冨
9
Φ
毒
磐
戸
　
き
ぎ
ミ
譜
§
b
§
§
趣
貯
ミ
N
叙
O
山
漣
勲

　
鑑
雪
。
。
冠
H
一
〇
。
。
伊
ま
た
最
近
の
邦
語
研
究
に
、
北
村
畠
史
「
　
九
世
紀
中
葉
ド
イ

　
ツ
の
住
宅
改
革
運
動
」
『
西
洋
史
学
』
　
一
六
六
（
一
九
九
一
一
）
、
三
四
－
五
一
一
頁
、

　
お
よ
び
同
コ
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
－
労
働
諸
階

　
級
福
祉
中
央
協
会
の
機
関
誌
を
題
材
に
扁
『
史
林
隔
七
六
（
一
九
九
三
）
、
｝
○
八

　
－
一
四
三
頁
、
が
あ
る
。

⑦
Ω
窪
Φ
嵩
N
冒
§
§
導
p
§
N
奪
き
ぎ
ミ
馨
酸
ミ
き
浮
ミ
ミ
署
。
N
㌣

　
馬
ミ
b
貯
肉
さ
、
ミ
簿
鑓
轟
§
勤
口
謡
b
畏
§
》
奪
ミ
嵐
。
。
畿
∴
漣
轟
O
α
録
お
魯
ド
Φ
豫
．

⑧
国
げ
飢
．
w
ω
．
回
。
。
．
な
お
、
都
市
の
衡
生
化
に
関
し
て
は
、
以
下
の
研
究
も
参
照
。

　
ゆ
Φ
象
⑦
≦
冨
ζ
一
Q
三
島
ミ
ミ
§
銚
竃
§
魯
ω
葺
茸
α
q
鋤
ほ
一
Φ
Φ
黛
翔
越
修
「
国
民

　
化
す
る
身
体
i
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
衛
家
学
の
誕
琵
」
隅
思
想
隔
八
八
四
（
｝

　
九
九
八
）
、
四
－
二
七
頁
。
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⑨
9
Φ
軍
Φ
く
g
甲
．
勇
舅
。
α
Q
｝
尊
Φ
じ
ご
昏
σ
Q
⑦
毎
嵩
α
q
．
、
一
穿
α
q
雪
Φ
げ
睾
①
σ
q
雪
α
q
§
鳥

　
≧
び
Φ
ぽ
昏
磐
Φ
三
ヨ
ち
』
巳
｛
三
ゲ
窪
卜
。
ρ
冒
げ
葺
§
伽
⑦
冒
し
『
O
§
罫
ミ
こ
ミ
へ

　
O
題
馬
藻
9
曇
曽
一
一
（
中
り
o
Q
㎝
）
曽
ψ
駆
卜
∂
O
医
心
包
貼
ぼ
曾
戯
卜
⊃
O
甕
潟
邸
悼
．

⑩
　
O
o
四
畠
ゆ
ρ
鼻
塾
9
ω
．
一
〇
山
盛
姫
陶
と
し
子
『
近
代
ド
イ
ツ
の
緑
性
主
義
フ

　
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
隔
勤
草
書
…
坊
、
｝
九
九
三
年
、
一
八
二
…
一
八
六
頁
一
同
「
ド
イ

　
ツ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
女
性
運
動
と
画
会
福
祉
－
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
母
挫
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
の
形
成
扁
『
寧
楽
史
書
』
三
八
（
【
九
九
三
）
、
六
一
i
八
｝
頁
、
な
ど
を

　
参
照
。

⑪
ω
鴛
蕊
①
曾
発
発
9
傷
①
H
。
・
’
＼
濠
。
H
貯
・
6
Φ
ロ
嵩
審
費
Q
§
ミ
ら
》
融
譜
、
腎
ミ
§
－

　
誉
諺
。
難
　
註
　
U
侮
ミ
防
臨
貯
月
露
　
b
ご
堅
　
N
　
憲
謎
ミ
題
　
§
概
　
ぎ
》
ミ
専
謬

　
N
c
。
曳
く
O
婚
⑩
ω
ε
簿
σ
q
舞
く
切
①
『
猷
冨
＼
囚
α
ぎ
＼
9
鉱
旨
一
Φ
Φ
ト
ニ
．
邦
語
で
は
、
中
野
智
世

　
「
家
族
扶
助
捌
度
の
成
立
と
そ
の
理
念
ー
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
公
的
扶
助
」

　
隅
史
論
』
（
東
京
女
子
大
）
四
七
（
一
九
九
四
）
、
六
二
、
六
六
－
六
七
頁
、
が
あ

　
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
家
族
扶
助
は
、
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
制
度
以
来
の
救
貧
鋼

　
度
の
枠
内
で
行
わ
れ
て
い
た
在
宅
扶
助
と
、
専
門
に
特
化
し
た
社
会
的
扶
助
1
た

　
と
え
ば
母
親
、
自
乗
婦
、
乳
幼
児
お
よ
び
青
少
年
の
扶
助
や
住
宅
扶
助
、
性
病
・

　
結
核
患
者
の
扶
助
な
ど
一
を
統
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑫
ω
8
蕊
ρ
鋒
鋒
9
ω
．
①
？
①
ピ
自
治
体
の
扶
助
業
務
を
分
析
す
る
中
で
、
ザ

　
ク
セ
は
住
宅
扶
助
が
や
が
て
他
の
健
康
扶
助
な
ど
と
結
び
つ
い
て
家
族
扶
助
と
な

　
つ
た
こ
と
に
蹴
、
聞
及
し
て
い
る
。

⑬
囲
留
ω
。
騨
践
Φ
「
響
芝
。
霞
普
叫
r
牢
碧
Φ
誌
ゆ
α
q
Φ
信
鼠
O
Φ
ω
。
げ
野
罪
Φ
ぢ
。
顕
鍔

　
課
。
嵩
⑦
冥
陣
8
仙
理
論
實
2
ぴ
①
謹
①
α
q
暮
α
Q
N
葺
ぎ
ヨ
ヨ
周
壁
魯
ω
o
N
蕊
も
。
葺
節
巨

　
恥
①
耳
繋
げ
象
凋
融
ω
Φ
環
①
ざ
げ
一
。
。
刈
∵
一
〇
窓
獄
『
Q
跨
ら
ミ
蝕
鷺
§
蹴
9
融
駐
簿
鼻
ト
っ
一

　
（
一
〇
⑩
O
ソ
ψ
し
。
①
Q
。
山
⑩
ρ
諏
興
ψ
G
。
o
。
甲
G
。
o
。
◎
な
お
、
松
浦
京
子
「
一
九
世
紀
後
半

　
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
訪
問
衛
生
教
育
…
徳
生
思
想
に
児
る
「
家
庭
管
理
の
あ

　
る
べ
き
姿
」
－
」
『
敷
網
史
学
臨
　
一
七
〇
（
一
九
九
三
）
、
一
八
－
三
五
頁
、
は

　
同
じ
関
心
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
家
庭
訪
問
に
よ
る
衛
生
教
化
を
扱
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ン
ズ
ロ
、
宇
波
彰
訳
『
家
族
に
介
入
す
る
社
会
隔
新
曜

　
社
、
～
九
九
一
年
、
の
議
論
は
、
私
的
居
住
空
間
へ
の
公
的
介
入
を
求
め
る
動
き

　
を
対
象
と
す
る
本
稿
に
と
っ
て
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。

⑭
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
住
宅
政
策
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て

　
は
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
一
寓
Φ
自
憲
8
漂
量
旨
負
U
ぼ
諺
ロ
｛
踏
σ
q
Φ
匹
①
ω

　
。
。
。
N
配
琴
芝
。
ぎ
自
α
q
ω
げ
鍵
ω
一
二
甲
器
誠
巨
磐
竃
四
ぎ
田
①
O
－
6
一
禽
」
『

　
携
琴
ミ
Q
》
サ
寒
嵩
暮
ミ
砺
O
題
q
浮
苛
鳶
口
§
概
肉
塊
§
質
㎝
①
（
一
〇
刈
Q
◎
γ
ψ
記
ω
山
㊤
O
一

　
≦
縛
目
9
ω
件
虫
貫
目
。
臼
酔
罵
巴
Φ
≦
o
ぎ
募
α
q
琶
。
｝
詳
同
気
ぎ
囚
巴
。
ゆ
Φ
嵩
皿
畠
鋤
旨

　
じ
d
Φ
『
且
①
一
住
臼
ω
邸
今
夏
き
謀
¢
降
鋤
ヨ
竃
蝕
昌
㍉
『
日
2
δ
ぴ
2
α
q
（
国
α
q
．
）
甲
昏
蟄
9

　
ω
．
ω
⑩
ω
『
誌
。
。
一
一
α
『
σ
q
即
麹
α
議
Φ
が
憲
ミ
S
ミ
＝
§
蹴
恥
ミ
§
o
ミ
隷
帖
ミ
§
き
き
ミ
・

　
ミ
晦
忘
§
箏
§
N
暮
§
即
碧
瓢
母
冨
ヨ
ζ
鉱
口
一
〇
⑫
伊
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ま
で
射
程
を

　
広
げ
た
も
の
に
、
O
㊦
屍
蝋
爵
P
き
ぎ
浮
ミ
ミ
、
§
へ
ぎ
ミ
ミ
§
職
点
き
ぎ
母
、
N
讐
。
壁

　
暮
ミ
箏
§
慧
ミ
偽
ミ
さ
§
N
Q
。
c
。
O
ミ
砺
N
㎏
c
。
P
切
。
嘗
一
⑩
¢
o
。
一
後
藤
俊
明
＝
九

　
工
○
年
代
後
半
に
お
け
る
社
会
的
住
宅
建
設
の
展
開
ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア

　
ム
・
マ
イ
ン
の
事
例
を
中
心
に
1
扁
隅
商
学
研
究
』
（
愛
知
学
院
大
学
論
叢
）
三

　
九
…
一
（
一
九
九
五
）
、
六
七
一
｝
八
○
頁
、
お
よ
び
同
、
前
掲
書
、
第
六
章

　
＝
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
社
会
的
住
宅
建
設
の
展
開
」
、
が
あ
る
。
ま
た
、
相

　
馬
保
夫
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
都
市
計
画
・
住
宅
建
設
と
労
働
者

　
文
化
」
小
沢
弘
明
他
四
労
働
者
文
化
と
労
働
運
動
』
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
、
五

　
九
1
…
五
〇
頁
、
は
ベ
ル
リ
ン
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
住
宅
建
設
を
比
較
し
て
お

　
り
興
味
深
い
。
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一
章
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
救
貧
制
度
の
改
革
と
住
宅
政
策

（
こ
　
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
救
貧
行
政

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
第
二
帝
政
期
を
通
じ
て
四
度
に
わ
た
っ
て
近
隣
町
村
を
合
併
し
て
お
り
、
市
域
面
積
は
一
八
七
一
年
の
七
〇
平
方
時
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
ら
ほ
ぼ
二
倍
の
一
三
四
平
方
牌
膿
に
ま
で
広
が
っ
た
。
人
口
も
そ
の
間
に
約
五
倍
に
増
加
す
る
。
合
併
地
域
を
除
い
た
領
域
で
見
て
も
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
～
○
年
ま
で
に
二
倍
強
と
な
っ
た
（
表
－
）
。
一
八
六
四
年
に
営
業
の
自
由
が
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

表1 人口推移（187ユー1914）

年 人口（人）
1870年の市域に

ｨける入口（人）

市域面積
@　（k㎡）

1871 91，040 一 70．05

1875 103，136 103，136 74．45（1878年）

1880 ユ36，831 ユ27，982

1885 154，441 144，557

1890 180，020 169，403

1895 229，279 197，226 80．40

1900 288，989 231，396 94．12

1905 334，978 263，190

1910 414，576 295，931 134．77

19ユ4 445，000 一

Statistische　Jahi’esiibersichtert　der　Stadt　Franfefurt　am　Main，

1914／15，　1916，　S，　10　；　Beitrtige　xur　Statistik　de，’　Stadt　Eranfe－

furt　am　Main，　11，　1919，　S．　17，　26；Rebentisch，　a，　a，　O．　S，

98よりイ乍成．

れ
た
こ
と
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
都
市
と
な
っ
た
一
八
六
七
年
に
移
動
の
自
由
が
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
も
、
一
八

八
○
年
代
に
工
業
部
門
の
成
長
と
人
口
の
急
増
を
促
す
前
提
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
の
主
要
な
工
業
は
、
金
属
加
工
、
化
学
、
機
械
・
機
器
製
造
、
食
品
加
工
な
ど
の
加
工

業
や
、
紳
士
服
製
造
、
印
刷
、
活
字
鋳
造
業
で
あ
っ
た
。
加
工
業
は
市
の
周
辺
地
区
に
あ

た
る
一
五
－
＝
ハ
、
二
五
－
二
九
、
三
二
一
三
三
区
に
多
く
立
地
し
、
他
方
で
紳
士
服
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

造
や
印
刷
は
小
売
商
店
と
と
も
に
イ
ン
ネ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
か
な
り
集
中
し
て
い
た
。

　
こ
の
工
業
化
の
開
始
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
は
近
隣
の
ヘ
ッ
セ
ン
・
ダ
ル
ム

シ
ュ
タ
ッ
ト
や
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
な
ど
か
ら
労
働
力
の
流
入
が
見
ら
れ
た
。
と
く
に
旧
市

街
（
　
　
三
、
三
〇
＝
＝
）
、
労
働
者
街
区
の
ボ
ル
ン
ハ
イ
ム
（
二
七
－
二
九
）
、
市
の
北

側
（
一
五
－
一
二
）
で
は
流
入
者
が
集
ま
っ
て
労
働
者
居
住
区
を
形
成
し
た
。
表
2
は
五

年
ご
と
の
納
税
者
数
を
年
収
別
に
示
し
た
も
の
だ
が
、
～
八
八
○
年
代
か
ら
世
紀
転
換
前
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表2　納税者数

年収（マルク） 1880／81 1885／86 ユ890／91 1895 1900 ユ905 1910

　　900－3，000

R，000－10，500

P0，500一

15，785

T，073

@　760

17119　　，

T，859

P，008

20，359

U，633
P
ユ
2
9
　
　
，

22，902

U，741

Qβ21

35，576

X，415

Rβ07

68，363

P1221
R，834

97125　　，

P5，210

S，402

計 2ユ，627 23，986 28，121 31，955 48，334 83，418 116，737

対人口比（％） 15．8ユ 15．53 15．62 13．94 16．73 24．90 28．16

Beitrdige，　1－2，　a．

1905／06，　1907，　S．

より作成。

a．　O，，　S．　LII－LIII；　Statistisches　llandbuch　der　Stadt　F7rankfurt　am　Main，

26　；　Statistische　Jahresa’bersichten　der　Stadt　Frankfurt　am　Main，　1910／11，　S．　12

ま
で
は
非
納
税
者
の
割
合
が
か
な
り
増
加
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
一
方
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
比
率
が
一
〇
％
前
後
と
高
く
、
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
な
ど
の
大
商
人
・
大
銀
行
家
が
多
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
た
と
え
ば
一
八
九
二
年
に
は
、
一
人
当
た
り
の
納
税
額
平
均
が
第
一
位
を
占
め
る
も
っ
と
も
富
裕

な
都
市
で
あ
っ
や
富
裕
市
民
は
・
警
妻
を
行
、
2
」
と
を
産
の
市
民
的
霧
と
み
な
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
慈
善
団
体
を
設
立
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
諸
団
体
が
社
会
的
下
層
を
ま
す
ま
す
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に

惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。

　
市
民
が
設
立
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
私
的
団
体
は
、
帝
国
成
立
ま
で
に
は
少
な
く
と
も
五
二
団
体
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
は
病
院
、
孤
児
院
、
保
育
所
、
青
少
年
の
職
業
教
育
や
共
同
活
動
の
た
め
の
団
体
、
老
人
ホ
ー
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵡

　　

@　
@　
@　

@
濡
、
・
　
認
卵
酬
　
　
，
。
紹
）

地図　1910年におけるフランクフルトの市域
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市
。　
O

I
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1
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ー
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ア

32

　　、　　　　　　　　　、

　＼x　35、、＼　　　　18

　　試　　　　　　　　　剛　　」，’　　　　　、
　　　　　　　　ドぐ34
一’h　　　17／10
　　　亀＿〆＼＼／
　　　　　　　＼L！
　　　　16　／＼、
　　　　　　ノ

＿一／

　　　　15

　　　37

出典：Beitrage，11，　a．a．（）．，　S．10．

アルトシュタットAltstadt：1一・3

ノイシュタットNeustadt：4－8

　あわせてインネンシュタットInnnenstadt

アウセンシュタットAuBenstadt：9一・26

ザクセンハウゼン（内）Sachsenhausen（innere）：

ザクセンハウゼン（外）Sachsenhausen（auBere）

ボルンハイムAlt一・Bornheim：27－29（1877年編入）

ボッケンハイムBockenheim：34－36（1885年編入
ニーダーーラートNiederrad：37（19001ii編入）

オーバーラートOberrad：38（1900年編入）

ゼックバッハSeckbach：39（1900年編入）

そのほかの市域の北側40－50は1910年に編入

＋一鉄　道

⑭蒲林
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ス
ー
プ
や
衣
服
の
配
布
を
行
う
宗
派
別
の
救
貧
団
体
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
た
と
え
ば
一
八
　
三
年
越
少
女
教
育
と
産
婦
保
護
を
目

標
に
設
立
さ
れ
た
女
性
協
会
団
霜
曇
ロ
ー
＜
禽
①
貯
、
あ
る
い
は
～
八
七
一
年
に
戦
傷
者
扶
助
と
看
護
婦
養
成
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
、
祖
国
女

性
協
会
の
支
部
く
魯
9
ぎ
蝕
ω
。
げ
電
閃
錘
重
弾
く
禽
Φ
貯
の
よ
う
に
、
女
性
が
主
導
し
て
い
た
団
体
も
七
団
体
あ
っ
た
。
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
慈
善
団

体
で
実
際
に
扶
助
活
動
を
担
っ
た
の
は
女
性
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
看
護
婦
や
保
母
と
し
て
、
ま
た
訪
問
活
動
員
と
し
て
救
貧
業
務
に
携
わ
っ

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
た
。
こ
う
し
た
私
的
な
団
体
は
、
一
八
九
九
年
に
私
的
扶
助
中
央
協
会
○
Φ
艮
野
漆
Φ
｛
鋒
窟
ぞ
象
④
閃
群
同
ω
○
お
Φ
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
は
、

各
々
が
独
自
に
物
資
給
付
や
金
銭
支
援
を
行
っ
て
い
て
統
制
が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
生
活
の
当
て
も
な
く
周
辺
の
農
村
か
ら
流

入
し
て
く
る
社
会
的
困
窮
者
に
対
し
て
二
重
・
三
重
に
扶
助
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
公
的
扶
助
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

け
な
い
で
一
年
問
居
住
し
、
市
の
救
貧
扶
助
受
給
資
格
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
参
事
会
や
市
議
会
は
、
私
的
慈
善
団
体
の
活
動
は
、
市
の

救
貧
行
政
と
調
和
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
そ
れ
を
圧
迫
す
る
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
周
辺
の
農
村
の
救
貧
院
に
な
る
の
で
は
、
と
危
惧

　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
市
当
局
は
、
～
八
八
三
年
に
市
の
救
貧
行
政
を
根
本
的
に
改
革
す
る
二
つ
の
立
法
を
公
布
し
た
。
　
つ
は
一
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

六
日
に
公
布
さ
れ
た
新
し
い
救
貧
令
で
、
救
貧
制
度
と
し
て
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
～
つ
は

三
月
八
日
に
成
立
し
た
条
令
で
、
一
八
七
〇
年
制
定
の
プ
ロ
イ
セ
ン
扶
助
籍
法
α
馨
9
。
・
9
霞
§
σ
q
ω
≦
○
訂
ω
欝
σ
q
①
ω
Φ
欝
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に

も
適
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
新
し
い
救
貧
令
で
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
は
、
す
で
に
そ
の
前
年
の
～
八
八
二
年
に
、
そ
れ
ま
で

浮
浪
者
の
取
り
締
ま
り
を
業
務
と
し
て
い
た
市
の
行
政
機
関
で
あ
る
警
察
部
℃
○
一
歳
Φ
欝
。
日
良
ω
し
。
δ
挿
に
代
わ
っ
て
、
救
貧
行
政
を
集
中
し
て

扱
う
救
貧
局
》
§
①
舞
巨
を
設
概
し
て
い
た
。
救
貧
局
は
、
救
貧
行
政
へ
の
国
家
警
察
の
介
入
を
避
け
る
た
め
、
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
新
し
い
救
貧
令
の
内
容
を
検
討
す
る
前
に
、
こ
こ
で
市
行
政
の
権
限
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
完
全
な
自
治
権
を
保
障
さ
れ
て

い
た
自
由
都
布
時
代
と
は
違
い
、
プ
ロ
イ
セ
ン
都
市
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ゲ
マ
イ
ン
デ
令
に
し
た
が
っ
て
＝
疋
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の
自
治
が
認
め
ら
れ
た
が
、
新
し
い
条
令
の
制
定
に
は
ヴ
ィ
ー
ス
パ
ー
デ
ン
に
あ
る
県
政
府
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
警
察
・
消
防
に

関
し
て
は
、
建
前
上
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
警
察
が
す
べ
て
の
権
限
を
も
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
側
の
自
治
権
要
求
に
応
え
て
、

建
築
警
察
や
消
防
警
察
な
ど
の
日
常
業
務
は
市
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
遂
行
は
警
察
部
が
担
当
し
て
い
た
。
し
か
し
治
安
維
持
な
ど
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

事
項
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
国
家
警
察
に
決
定
権
限
が
あ
り
、
新
し
い
警
察
関
係
条
令
を
制
定
す
る
に
は
そ
の
承
認
を
必
要
と
し
た
。
つ

ま
り
救
貧
周
は
、
浮
浪
者
を
規
制
す
る
権
限
が
社
会
的
下
層
の
扶
助
の
領
域
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
救
貧
行
政
が
市
に
帰
属
す
る
こ
と
を
明
確

に
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
款
し
い
救
貧
令
で
は
、
市
を
ま
ず
　
五
の
救
貧
行
政
区
∪
互
江
ぎ
（
一
八
八
八
年
に
は
二
五
区
に
改
変
さ
れ
る
）
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
六
人
の

被
扶
助
者
に
つ
き
扶
助
員
が
一
名
と
な
る
よ
う
に
配
し
、
各
区
に
扶
助
員
を
統
轄
す
る
監
督
官
を
置
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
扶
助
業
務
は
、

生
活
必
需
品
や
現
金
の
支
給
を
行
う
「
開
か
れ
た
。
｛
｛
窪
Φ
」
あ
る
い
は
外
で
の
扶
助
〉
島
魯
鷺
♂
α
q
①
と
、
病
院
・
孤
児
院
な
ど
施
設
へ
の
収

用
を
そ
の
内
容
と
し
た
「
閉
じ
ら
れ
た
σ
q
Φ
。
。
。
匡
。
ω
ω
魯
Φ
」
あ
る
い
は
施
設
で
の
扶
助
〉
霧
酔
罵
冨
嘗
冨
α
Q
①
に
大
別
で
き
る
。
個
別
的
な
扶
助
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

容
は
、
　
一
四
日
ご
と
に
開
か
れ
る
救
貧
行
政
区
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
｝
八
七
〇
年
に
導
入
さ
れ
た
扶
助
籍
法
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
に
も
適
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
三
月
八
日
の
条
令

に
よ
っ
て
、
よ
り
厳
格
な
被
扶
助
者
の
選
別
が
扶
助
員
に
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
扶
助
籍
法
で
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
扶
助
を
受
け
る

た
め
に
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
二
年
間
、
公
的
扶
助
を
受
け
な
い
で
あ
る
自
治
体
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
し
か
し
市
内
の
私

的
慈
善
団
体
の
数
は
、
新
し
い
救
貧
令
が
棚
定
さ
れ
る
一
八
八
三
年
ま
で
に
す
で
に
一
〇
〇
を
越
え
、
そ
の
後
一
八
九
九
年
に
は
少
な
く
と
も

　
六
〇
を
数
え
る
ま
で
に
急
伸
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
扶
助
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
と
く
に
宗
派
別
慈
善
団
体
の
扶
助
を
目
的
に
流
入

し
続
け
る
周
辺
地
域
住
民
は
、
二
年
経
て
ば
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
扶
助
受
給
資
格
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
一
八
八
三
年
の
改
革
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
ほ
ど
に
は
救
貧
負
担
の
軽
減
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
た
め
市
当
周
は
、
新
し
い
救
貧
制
度
の
も
と
で
、
扶
助
者
と
被
扶
助
者
と
の
間
に
個
人
的
な
関
係
を
築
い
て
、
倫
理
的
に
感
化
す
る
こ
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と
で
被
扶
助
者
の
も
つ
貧
困
要
因
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
救
貧
局
を
私
的
団
体
と
連
携
さ
せ
、
家
庭
訪
問
や
物

資
援
助
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
諸
団
体
に
委
託
し
て
、
あ
る
程
度
統
制
を
と
ろ
う
と
し
た
。
た
と
え
ば
一
八
七
七
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ル
ト
救
貧
団
体
閃
鑓
昌
瓢
震
8
冠
》
§
窪
く
①
目
①
紗
は
、
救
貧
令
の
改
正
を
受
け
て
、
市
の
委
託
で
物
資
や
金
銭
の
給
付
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
際
、
扶
助
員
に
は
、
お
も
に
名
誉
職
の
男
性
と
並
ん
で
、
多
く
の
地
区
在
住
の
女
性
が
実
務
損
当
員
と
し
て
有
給
雇
用
さ
れ
た
。
な
ぜ
な

ら
こ
う
し
た
女
性
た
ち
は
、
す
で
に
長
く
私
的
慈
善
団
体
で
活
動
し
て
お
り
、
社
会
的
下
層
に
つ
い
て
の
情
報
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
扶
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

員
に
は
う
っ
て
つ
け
だ
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
一
八
八
四
年
置
ら
大
戦
中
の
一
九
一
五
年
ま
で
市
の
救
貧
局
長
を
務
め
た
市
参
事
会
員
カ
ー
ル
・
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
⑮

囚
p
躊
国
Φ
ω
o
げ
は
、
救
貧
制
度
改
革
に
よ
っ
て
の
み
貧
困
を
撲
滅
し
よ
う
と
す
る
市
当
局
側
の
態
度
を
批
判
し
て
い
る
。
彼
は
、
救
貧
扶
助
が

直
面
す
る
最
大
の
問
題
は
、
被
扶
助
者
へ
の
住
宅
あ
る
い
は
寝
場
所
の
提
供
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
最
大
の
社
会
問
題

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
住
宅
問
題
、
す
な
わ
ち
住
宅
の
数
的
な
不
足
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
住
宅
内
の
過
密
や
衛
生
問
題
を
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
、
社
会
的
下
層
の
居
住
状
況
を
め
ぐ
る
問
題
こ
そ
が
、
救
貧
扶
助
の
要
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
主
張
を
受
け
て
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
、
一
八
八
○
年
に
市
長
に
就
任
し
た
ミ
ー
ケ
ル
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
財
務
長
官
と
な
っ
て
転
出
し
た
彼
の
跡
を
継
い
だ
ア

デ
ィ
ケ
ス
の
時
期
に
、
救
貧
政
策
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
と
り
わ
け
ニ
ー
三
部
屋
か
ら
な
る
小
規
模
住
宅
を
建
設
す
る
住
宅
政

策
と
都
帯
の
衛
生
化
を
め
ざ
し
た
都
市
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
　
貧
困
問
題
と
し
て
の
住
宅
問
題
の
認
識

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
住
宅
政
策
の
前
袖
は
、
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
、
公
的
補
助
を
受
け
つ
つ
、
社
会
的
下
層
向
け
に
家
族
だ
け

で
住
め
る
よ
う
な
、
ニ
ー
三
部
屋
か
ら
な
る
公
益
的
住
宅
を
建
設
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
公
益
的
な
小
規
模
住
宅
の
建

設
は
、
地
主
・
家
主
が
、
管
理
の
手
間
が
か
か
り
損
傷
ば
か
り
を
被
る
小
規
模
住
宅
を
愚
智
し
た
事
態
を
憂
慮
し
て
、
市
内
の
公
衆
衛
生
に
尽
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表3　市内の既存住宅数

年 1部屋 2部屋 3部屋 4部屋以上 計（戸）

1871 5，552（23．7） 3，554（20．4） 2，490（ユ4．3） 5，823（33．4） ユ7，419

1880 6，568（23．7） 6，153（22．2） 4，789（17．3） 10，233（36．8） 27，763

1890 7，237（18．9） 8，734（22．3） 8，338（2L8） 13，935（36．4） 38，244

1900 5，718（9．4） 17，033（28．0） 18，828（30．9） 19，332（31．7） 60，911

19玉O 6，505（6．9） 30，327（32，2） 30，851（32．3） 26，479（28。1） 94162　　，

＊は居住している住宅数

（）の数値は全戸に対する比率（96）
Beitrdge，11．　a．　a．0L，　S．55－57より｛乍成。

坐
し
た
医
師
フ
ァ
レ
ソ
ト
ラ
ッ
プ
○
Φ
。
お
く
輿
お
馨
二
二
が
一
八
六
八
年
か
ら
徐
々
に
進
め
て
い
た
。
フ
レ

ッ
シ
ュ
は
物
資
給
付
な
ど
の
扶
助
と
並
ん
で
、
こ
う
し
た
公
益
的
な
小
規
模
住
宅
の
建
設
を
、
救
貧
行
政
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

柱
と
し
て
積
極
的
に
押
し
進
め
た
の
で
あ
る
。
表
3
は
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
既
存
住
宅
総
数
の
推
移
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
下
層
向
け
の
ニ
ー
三
部
屋
住
宅
は
、
一
九
〇
〇
年
に
は
住
宅
総
数
の
お

よ
そ
六
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ミ
ー
ケ
ル
は
、
救
貧
局
長
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
住
宅
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
促
す
主
張
を
受
け
て
、
｝

八
八
五
年
に
は
不
健
康
住
宅
を
規
制
す
る
よ
う
な
帝
国
立
法
を
成
立
さ
せ
る
べ
き
だ
と
社
会
政
策
学
会
に
提

言
し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
各
都
市
お
よ
び
諸
外
国
の
現
状
報
告
と
改
善
策
を
提
示
し
た
学
会

誌
の
冒
頭
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
大
都
市
へ
の
労
働
者
人
口
の
殺
到
と
労
働
者
用
の
小

規
模
住
宅
の
不
足
か
ら
、
住
宅
が
不
健
康
・
不
衛
生
に
な
り
、
さ
ら
に
家
賃
も
高
く
な
る
と
い
う
現
状
を
と

ら
え
た
上
で
、
自
治
体
が
不
健
康
住
宅
を
規
制
で
き
る
よ
う
な
帝
国
立
法
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
衛
生

上
居
住
に
不
適
な
住
宅
を
収
用
す
る
権
限
、
つ
ま
り
住
宅
の
建
築
上
の
欠
陥
を
監
査
す
る
住
宅
監
督
の
権
限

を
自
治
体
に
付
与
す
る
立
法
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
ミ
ー
ケ
ル
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
プ
ロ
イ
セ
ン
の
現

行
法
に
お
い
て
は
、
自
治
体
は
そ
の
よ
う
な
権
限
を
も
た
ず
、
不
健
康
住
宅
が
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
上
に
、

最
低
限
必
要
な
居
住
空
間
の
規
定
（
成
人
一
〇
立
法
揖
、
子
ど
も
五
立
法
材
）
も
な
く
実
効
的
な
取
り
締
ま
り

が
行
え
な
い
。
住
宅
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
不
健
康
住
宅
を
な
く
す
よ
う
な
立
法
を
ド
イ
ツ
全
体
で
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
同
じ
学
会
誌
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
調
査
報
告
を
行
っ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、
公
的
救
貧
扶
助
を
行
う
立

場
か
ら
、
社
会
的
下
層
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
住
宅
問
題
は
賃
金
問
題
で
あ
る
と
断
じ
て
い
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る
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
賃
金
が
低
す
ぎ
る
こ
と
と
、
住
宅
の
家
賃
が
高
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
で
さ
え
数
が
少
な
く
性
状
の
よ
く
な

い
部
屋
を
又
貸
し
し
た
り
、
ベ
ッ
ド
だ
け
を
借
り
る
シ
ュ
ラ
ー
フ
ゲ
ン
ガ
ー
ω
o
雪
駄
σ
q
ぎ
α
q
2
を
受
け
入
れ
る
の
で
、
居
住
密
度
が
高
く
な
り

衛
生
状
態
が
悪
化
す
る
。
住
人
は
健
康
を
脅
か
さ
れ
、
失
業
す
る
こ
と
も
あ
り
、
救
貧
扶
助
に
頼
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
複
合
的
な
問
題

を
解
決
す
る
に
は
、
社
会
的
下
層
の
需
要
に
見
合
う
小
規
模
な
住
宅
を
、
「
彼
ら
は
ど
の
く
ら
い
な
ら
払
え
る
か
を
勘
案
し
て
」
安
価
に
供
給

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
点
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内
の
既
存
の
公
益
住
宅
建
設
会
社
は
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
建
築
一
貯
蓄
協
会
じ
d
p
率
§
侮
ω
唱
碧
く
震
魚
心
の
建
て
た
ニ
ー
三
部
屋
と
台
所
か
ら
な
る
二
家
族
住
宅
は
、
家
賃
が
高
い
の
で
、
借
家

人
が
部
屋
を
又
貸
し
し
て
い
る
。
す
る
と
清
潔
で
居
心
地
の
よ
い
住
宅
が
、
ま
た
た
く
問
に
荒
れ
果
て
て
過
密
状
態
に
陥
る
。
あ
る
二
部
屋
住

宅
で
は
、
一
室
に
夫
婦
と
四
人
の
子
ど
も
が
住
み
、
も
う
一
つ
の
部
屋
に
は
寡
婦
と
五
人
の
子
ど
も
が
間
借
り
し
て
い
る
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
こ

う
し
た
事
例
を
挙
げ
て
、
過
密
を
防
ぎ
住
宅
を
健
康
な
も
の
に
保
つ
た
め
、
住
宅
数
の
供
給
を
増
や
す
他
に
、
不
衛
生
住
宅
の
収
用
法
の
拡
大
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

建
築
上
の
欠
陥
を
調
査
す
る
住
宅
監
督
制
度
の
導
入
、
又
貸
し
の
禁
止
な
ど
を
要
求
し
た
。

　
健
康
的
な
小
規
模
住
宅
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
公
益
住
宅
の
建
設
を
促
進
す
べ
き
だ
と
考
え
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、
一
八
九
〇
年
に
は
公
益

的
な
小
規
模
住
宅
建
設
株
式
会
社
》
臣
露
げ
き
σ
q
Φ
ω
亀
8
訂
臨
部
費
鷺
の
ヨ
導
体
。
訂
自
α
q
Φ
口
（
以
下
A
B
G
と
略
）
を
共
同
で
設
立
し
た
。
こ
の

住
宅
会
社
に
は
、
ま
も
な
く
市
長
を
辞
す
る
ミ
ー
ケ
ル
の
他
に
、
同
じ
一
八
九
〇
年
に
自
由
ド
イ
ツ
財
団
即
Φ
δ
ω
∪
の
巳
ω
。
冨
昌
国
O
o
げ
ω
濠
け

　
　
　
　
　
　
⑳

（
以
下
F
D
H
と
略
）
に
付
設
さ
れ
た
国
民
経
済
学
部
門
に
集
っ
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
主
だ
っ
た
社
会
政
策
家
が
参
加
し
、
大
銀
行
家
の
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ル
ガ
ル
テ
ン
○
訂
二
Φ
ω
国
Ω
罵
α
q
鎚
8
昌
や
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
○
Φ
○
お
ω
窟
団
2
が
巨
額
の
資
金
を
投
じ
て
い
た
。

　
実
際
に
住
宅
建
設
に
取
り
か
か
る
前
に
、
A
B
G
は
F
D
H
国
民
経
済
学
部
門
が
～
八
九
〇
年
に
行
っ
た
家
内
労
働
者
お
よ
び
工
場
労
働
者

の
家
計
調
査
や
市
統
計
周
の
調
査
を
参
照
し
た
。
労
働
者
家
計
の
報
告
で
は
、
中
層
労
働
者
の
居
住
状
況
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

あ
る
鉄
道
労
働
者
は
、
妻
と
四
人
の
子
ど
も
（
一
四
才
と
一
三
才
の
娘
、
八
才
と
六
か
月
の
息
子
）
と
二
〇
平
方
層
ほ
ど
の
台
所
付
一
部
屋
住
宅
に

住
ん
で
い
る
。
そ
の
住
宅
は
マ
イ
ン
河
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
て
、
上
下
水
道
は
お
ろ
か
、
窓
も
二
つ
し
か
な
い
。
年
収
一
〇
二
四
マ
ル
ク
の
鉄
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道
労
働
員
は
、
光
も
射
さ
ず
風
通
し
も
悪
い
こ
の
「
住
宅
」
に
、
月
に
一
四
マ
ル
ク
つ
ま
り
収
入
の
｝
五
％
を
家
賃
と
し
て
払
っ
て
い
る
。
食

費
が
節
約
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
労
働
者
た
ち
は
、
出
費
を
お
さ
え
る
目
的
で
、
家
賃
が
安
い
代
わ
り
に
狭
く
不
健
康
な
住
宅
を
選
ば
ざ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

得
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
。

　
ま
た
市
統
計
周
の
一
八
九
〇
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
居
住
区
が
形
成
さ
れ
て
い
た
地
域
で
は
、
地
区
人
口
の
八
○
％
以
上
は
一
人
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
の
居
住
空
間
が
一
〇
立
法
麿
に
満
た
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
区
の
住
宅
に
は
古
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
多
く
、
ボ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
住
宅
で
は
暖
房
で
き
る
部
屋
が
　
部
屋
あ
る
か
な
い
か
く
ら
い
で
、
ト
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
や
台
所
ま
で
も
四
－
六
戸
で
共
有
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
A
B
G
は
、
社
会
的
下
層
も
家
族
だ
け
で
住
め
る
健
康
的
な
住
宅
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
構
想
を
も
と
に
、
二
部
屋
＋
台
所
＋
ト
イ
レ
（
共

表4　公益住宅建設数

公益的建設 新築住宅 公益建

年 家屋HaUS 住宅Wohnung
総数（戸） 設比（％）

1868－1890 131 582
一 一

1891－1895寧 39 125 6，805 1．8

1896－1900 83 493 6，504 7．6

1901－1905 453 2，690 15，480 17．4

1906－1910 137 1，010 10，641 9．5

1911－1914 369 1，511 10，431 14．5

＊1894年は数値なし
Beitrdge，11，　a．　a．0．，　S　179，197より｛乍，戊。

同
の
場
合
も
あ
る
）
を
一
戸
と
し
た
集
合
住
宅
（
三
－
四
階
建
て
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
建
設
を
進
め
た
。

｝
八
九
　
年
の
計
画
案
を
見
る
と
、
建
物
の
構
造
は
、
各
階
に
二
部
屋
住
宅
が
四
戸
、
ト
イ
レ
が
各
階

の
共
同
ス
ペ
ー
ス
に
四
つ
設
置
し
て
あ
り
、
～
住
宅
の
専
有
面
積
は
ト
イ
レ
も
含
め
て
お
よ
そ
三
五
平

方
麿
で
あ
る
。
ま
た
実
際
の
居
住
に
際
し
て
不
都
合
な
点
が
な
い
か
を
入
居
の
前
に
調
査
す
る
住
宅
監

督
制
度
を
、
A
B
G
が
設
立
当
初
か
ら
導
入
し
て
い
た
こ
と
は
注
囲
に
値
す
る
。
事
前
調
査
の
み
で
は

あ
る
が
、
住
宅
会
祉
は
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
居
住
に
不
適
な
不
健
康
住
宅
を
早
期
に
改
善
す
る
こ
と

　
　
　
⑳

が
で
き
た
。

　
｝
八
九
〇
年
に
市
長
に
就
任
し
た
ア
デ
ィ
ケ
ス
は
、
そ
れ
ま
で
の
ミ
ー
ケ
ル
の
路
線
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
、
市
の
住
宅
政
策
を
含
ん
だ
都
市
計
画
を
熱
心
に
押
し
進
め
た
。
就
任
の
翌
年
の
一
八
九
一
年

に
は
、
ド
イ
ツ
で
初
め
て
区
画
建
築
法
N
o
万
象
げ
窪
。
凱
蒙
昌
σ
Q
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
市
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域
を
居
住
漁
業
。
匿
謡
Φ
H
酢
巴
、
混
合
区
○
Φ
導
冨
。
穿
Φ
≦
臼
邑
、
工
業
区
頃
p
訂
涛
乱
雲
枠
巴
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
住
宅
地
、
小
売
業
お
よ

び
住
宅
地
、
工
業
地
と
に
区
分
す
る
。
そ
し
て
居
佳
区
お
よ
び
混
区
区
で
の
裏
部
屋
霞
艮
②
浮
窪
ω
と
呼
ば
れ
る
前
後
続
き
の
住
宅
の
建
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ほ
ぼ
禁
止
し
た
。
た
だ
し
小
規
模
住
宅
の
場
合
に
は
こ
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
、
小
規
模
住
宅
の
建
設
を
優
遇
し
た
。

　
ミ
ー
ケ
ル
が
市
政
を
執
っ
て
い
た
時
期
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
救
貧
行
政
は
、
救
貧
局
長
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
方
針
の
も
と
、
社
会
的
下

層
に
対
す
る
健
康
的
な
住
宅
供
給
の
援
助
に
主
眼
が
置
か
れ
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
、
家
族
を
単
位
と
し
た
予
防
的
な

救
貧
扶
助
で
も
あ
っ
た
。
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
公
益
住
宅
建
設
の
促
進
つ
ま
り
住
宅
の
数
的
供
給
が
救
貧
扶
助
の
中
心
に
据
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
の
で
あ
る
（
表
4
）
。
一
八
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
内
部
で
も
結
核
な
ど
疾
病
の
蔓
延
を
恐
れ
て
、
都
市
全
体
の
衛
生

化
が
主
張
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
都
市
計
画
が
実
行
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
は
健
康
と
い
う
視
点
か
ら
、
社
会
的
下
層
の
住
宅
に
公
的
・
私

的
に
介
入
す
る
動
き
が
強
く
な
る
。
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①
一
九
一
〇
年
に
は
市
北
側
の
境
界
村
落
の
①
ヨ
p
爵
毒
σ
Q
を
一
度
に
編
入
し
た
。

　
】
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①
8
H
労
Φ
げ
①
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。
貫
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p
鳥
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三
ロ
密
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坐
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q
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①
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目
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ぎ
σ
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目
Φ
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巨
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σ
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①
圃
ω
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閃
冨
鉢
陶
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目
ζ
鉱
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一
Q
。
ざ
跨
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謀
」
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冒
H
α
q
電
磁
Φ
巳
Φ
o
犀
Φ
（
閏
α
q
．
）
り
b
山
男
黛
§
註
憲
ミ
馬
§
§
熱
喬
芝
恥
N
無
ミ
§
’
じ
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ミ
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鳶
N
ミ
§
Q
魯
ミ
§
疑
禽
き
§
恥
ミ
曇
零
ミ
き
ド
≦
巷
唱
Φ
鳥
紘
一
ミ
。
。
”
ω
．

　
O
O
二
黒
w
田
2
ω
．
Φ
Φ
．
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
通
史
に
つ
い
て
は
、
閏
「
き
謀
霞
8
H

　
臣
ω
8
艮
ω
畠
Φ
国
。
ヨ
巨
。
。
除
8
（
出
σ
q
■
y
寒
鳶
奪
ミ
織
ミ
§
ミ
豊
馬
Q
題
ら
ミ
q
ミ
鴨
譜
、

　
象
ミ
§
同
素
ミ
し
さ
馬
ミ
§
ポ
臼
σ
q
露
⇔
冨
p
α
q
魯
一
Φ
緯
を
、
第
二
帝
政
期
に
つ
い
て

　
は
、
同
書
所
収
の
フ
ォ
ル
ス
ト
マ
ン
論
文
（
芝
一
郎
冨
伍
閃
o
H
ω
垂
雪
P
閃
困
騨
昂
皆
誉

　
ゆ
日
㌶
餌
貯
ぎ
≦
幽
謀
包
匿
艮
。
。
O
『
費
N
①
貫
ω
．
ω
駆
⑩
ム
b
o
b
o
）
を
参
照
。
フ
ラ
ン
ク
フ

　
ル
ト
の
社
会
層
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
も
参
照
の
こ
と
。
市
民
層
に
つ
い
て
”

　
七
二
｛
菊
。
昏
曽
寒
ミ
§
職
b
σ
特
震
ミ
ミ
§
き
§
轡
寒
ミ
黛
ミ
さ
言
男
同
碧
押
費
博
鋤
日

　
ζ
過
多
硲
㊤
ρ
ω
δ
σ
q
げ
Φ
冨
≦
巳
｛
巳
卜
§
ミ
脳
§
二
色
箏
§
窪
ミ
§
眉
墨
縞
ミ
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ミ

　
肉
嵩
誉
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等
庶
§
い
君
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N
画
§
淘
、
無
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発
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四
ヨ
ζ
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一
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。
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ご
労
働
者
運
動
に
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い
て
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幻
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国
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け
貫
浄
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、
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§
角
き
建
偽
嘗
ミ
隷
§
量
目
蕉
門
、
ζ
ミ
§
ミ
幽
幽
鐵
β
詳
P
ヨ
重
目
一
瞬
6
⑩
ド
ま

　
た
、
小
倉
欣
一
・
大
澤
武
男
咽
都
市
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
歴
史
』
中
公
新
書
、
一

　
九
九
四
年
、
は
都
市
の
牲
格
を
概
観
で
き
る
。

②
一
八
六
七
年
以
来
、
市
参
事
会
寂
お
婆
聾
と
市
議
会
Q
Q
㌶
爵
く
Φ
8
「
阜

　
口
。
帯
く
①
冨
餌
ヨ
属
望
σ
q
が
市
政
を
担
っ
て
き
た
。
立
法
を
担
う
市
議
会
は
、
プ
ロ

　
イ
セ
ン
・
ゲ
マ
イ
ン
デ
令
に
も
と
づ
い
て
半
数
以
上
が
家
主
か
地
主
で
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
市
議
会
で
選
出
さ
れ
た
市
参
事
会
員
と
翻
市
長
N
≦
Φ
｝
審
桝

　
し
U
費
σ
q
黒
日
巴
斡
臼
、
そ
れ
に
市
議
会
が
挙
げ
た
三
島
の
候
補
の
中
か
ら
国
王
に
任

　
命
さ
れ
る
市
長
O
げ
禽
σ
貯
σ
q
①
§
9
ω
8
H
と
が
行
政
を
担
っ
た
。
鳴
鎚
口
N
》
亀
Φ
が
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o
N
乾
①
臼
δ
島
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ω
①
＆
貯
薄
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q
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①
誉
霧
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Φ
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聾
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留
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仲
巴
〔
即
き
ぼ
呂
3
目
ζ
Φ
今
一
『
象
、
艦
§
黒
塗
誠
奪
、
象
N
貯
嘗
§
画
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鳶
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賃
ω
．
一
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山
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刈
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隷
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寒
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ヒ
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暮
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寒
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恥
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慧
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馬
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蹴
き
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、
ヒ
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ミ
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ミ
磯
㌧
b
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§
b
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㎡
奪
ミ
N
§
晦
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、
，
切
§
ミ
ぎ
、
．
§
斡
一
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。
り
ト
⊃
w
ω
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一
ω
刈
山
ω
Q
o
「

④
し
d
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ミ
鷺
趣
ミ
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ミ
§
隷
誉
、
い
ミ
ミ
轟
轟
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§
§
さ
賞
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幽
い
咋
ミ
慧
貯
註

　
b
u
a
急
ミ
馬
い
§
頓
譜
、
恥
ミ
ミ
箏
爲
嵩
寒
へ
註
斜
ミ
§
旨
ミ
ミ
き
ミ
、
b
6
き
ミ
ぎ
ミ
§
晦
」
b
に

　
§
ミ
鳶
Q
ミ
譜
灘
ミ
磯
譜
、
し
σ
き
山
里
ミ
・
§
9
q
一
。
。
㊤
ρ
ω
■
一
〇
。
卜
。
’
一
人
当
た
り
の
納
税
額

　
は
、
ベ
ル
リ
ン
一
二
・
五
六
マ
ル
ク
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
八
・
〇
三
、
ケ
ル
ン
一
〇
・
四

　
二
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
二
四
・
九
四
マ
ル
ク
で
あ
る
。
ま
た
国
ぴ
負

　
ψ
b
3
0
に
よ
る
と
、
一
八
九
〇
年
に
お
け
る
人
口
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
割
合
は
、

　
帝
国
全
体
で
は
7
二
％
、
ベ
ル
リ
ン
五
・
○
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
五
・
三
、
ケ
ル
ン
ニ
・

　
四
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
九
・
七
％
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ユ
ダ

　
ヤ
人
に
関
し
て
は
、
℃
帥
巳
》
話
ω
げ
曾
σ
q
曽
b
蝕
Q
馬
鴇
詠
§
繕
譜
、
ぎ
、
～
寒
ミ
幾
愚
、
§
N

　
吻
ミ
誉
、
詮
、
～
首
鼠
簿
§
沁
遷
ミ
吋
ミ
§
レ
ー
ω
し
6
島
■
w
U
四
毒
。
。
富
無
一
り
。
。
。
。
を
参
照
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⑤
ω
冨
爵
箸
琶
住
2
閏
窮
艮
貯
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門
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Φ
冒
攣
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毒
Φ
起
｛
冨
α
q
Φ
¢
巳
≦
。
年

　
隔
離
α
q
吋
Φ
搾
（
国
σ
q
シ
b
融
、
識
§
ミ
憲
諺
ミ
鷺
ミ
箏
亀
嵩
暮
ミ
§
四
さ
賞
閃
「
碧
謀
霞
目

　
鎖
日
算
鉱
ロ
一
⑩
O
封
ω
．
Q
Q
？
o
Q
メ
一
さ
σ
㊤
山
G
o
O
…
○
訂
冴
爆
心
p
囚
冨
¢
ω
ヨ
睾
P
ぎ
N
馬
馬
隷

　
国
ミ
糺
内
ミ
咋
ミ
寒
㌧
，
寒
吋
§
～
富
電
軽
§
o
q
馬
ミ
漆
蹄
ミ
，
、
臨
急
’
津
防
ヒ
u
面
骨
ミ
箏
蔦
嵩
窪
馬
、
琳

　
織
ミ
さ
ミ
頃
H
き
譲
豊
田
＼
賭
Φ
毛
皮
。
爵
6
Φ
メ
ω
」
㌣
ト
っ
ω
．

⑥
一
八
九
九
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
富
豪
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
メ
ル
ト
ン

　
≦
農
Φ
ぎ
竃
Φ
一
8
昌
が
設
立
し
た
団
体
で
、
市
内
各
地
に
存
在
す
る
多
く
の
私
的

　
扶
助
団
体
を
統
轄
し
紹
介
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
。
メ
ル
ト
ン

　
（
～
八
四
八
－
一
九
一
五
）
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
住
し
て

　
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
父
ラ
ル
フ
の
金
属
一
業
を
一
八
七
六
年
に
引
き
継
い
だ
あ
と
、

　
多
く
の
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
扶
助
活
動
を
体
系
的
で
計
画
性
の
あ
る
も

　
の
に
す
る
べ
く
、
彼
は
一
八
九
〇
年
に
公
共
福
祉
研
究
所
H
霧
藻
暮
｛
母

　
○
Φ
臼
Φ
貯
乏
。
ぼ
を
、
一
八
九
五
年
に
労
働
に
関
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
〉
島
ぎ
鼠
寧

　
馨
Φ
鷺
Φ
密
「
》
「
げ
魚
8
「
磐
σ
q
Φ
『
σ
q
Φ
浮
甑
［
窪
（
一
九
〇
二
年
に
社
会
資
料
館

　
ω
o
鶴
田
Φ
し
・
三
富
①
隔
日
と
改
称
）
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
た
。
国
§
ω
囚
臼
き

　
類
①
搾
①
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題
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翻
－
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山
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⑦
ω
毬
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鋒
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9
ω
．
ω
マ
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①
．
ま
た
市
が
公
的
扶
助
に
割
い
た
額
は
、
た
と

　
え
ば
一
八
七
二
年
に
は
お
よ
そ
一
五
万
マ
ル
ク
で
、
全
支
出
に
占
め
る
割
合
は

　
二
％
で
あ
っ
た
の
が
、
一
八
八
O
年
に
は
五
〇
万
マ
ル
ク
余
り
、
割
合
に
し
て

　
五
％
に
ま
で
達
し
て
い
た
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・
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①
げ
Φ
薮
ω
。
『
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ω
・
O
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⑨
こ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
の
文
献
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あ
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し
あ
た
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来
祥
男
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エ
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ー
フ
ェ
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ト
制
度
の
成
立
…
ド
イ
ツ
救
貧
制
度
史
の
～
駒
…
…
」
『
甲
南
大

　
学
経
済
学
論
集
』
三
一
－
四
（
一
九
九
～
）
、
二
〇
1
三
六
貰
、
を
参
照
。

⑩
〉
巳
①
吋
黒
目
P
ψ
δ
㎝
山
O
。
。
》
一
N
。
。
亀
卜
。
9
ぎ
騨
Φ
鋤
困
ω
畠
臼
》
さ
ミ
§
§
寒

　
卜
駐
勘
ミ
冥
護
、
ミ
ミ
再
§
o
q
篤
遣
四
嵐
ゆ
§
ミ
浮
§
譜
一
等
§
慧
≒
馬
§
胸
§
註
§
琳
ミ

　
寒
へ
§
ミ
§
嵩
浄
詠
ミ
ミ
η
§
笥
§
N
N
G
o
総
竪
跨
嵐
c
Q
c
Q
g
b
づ
2
罵
口
6
り
α
甲
ω
．
⊆
月
①
ふ
ρ

⑪
区
会
議
を
構
成
す
る
の
は
市
議
会
で
任
命
さ
れ
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扶

　
助
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で
あ
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、
そ
こ
で
は
扶
助
内
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の
検
討
の
他
、
扶
助
員
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。

　
ヒ
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鱒
g
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も
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二
二
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団
体
と
な
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ユ
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の
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で
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親
は
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八
五
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に
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改
宗
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ベ
ル
リ
ン
で
法
学
を
修
め
た
あ
と
、
一
八

　
八
○
年
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
弁
護
士
を
し
て
い
た
。
一
八
八
四
年
に
市
参
事

　
会
員
と
な
る
と
同
時
に
救
貧
局
長
を
務
め
る
。
こ
の
経
験
か
ら
、
社
会
政
策
に
と

　
っ
て
は
救
貧
と
並
ん
で
労
働
協
約
の
改
善
が
不
可
欠
だ
と
し
て
、
ド
イ
ツ
初
の
労

　
使
同
数
の
労
働
裁
判
所
を
一
八
八
六
年
に
設
立
し
て
い
る
。
≦
Φ
旨
8
p
里
Φ
ぼ
①
斜

　
鋒
寒
9
”
ω
．
一
心
幽
G
Q
．

⑯
〆
鼠
固
Φ
ω
。
ダ
U
冨
≦
。
ぎ
録
σ
Q
。
。
く
Φ
尋
福
二
し
。
。
・
Φ
冒
憶
鎚
舜
｛
巨
多
《
毘
戸
ぎ

　
一
浄
専
ミ
§
譜
防
隷
鳶
註
恥
》
蔑
浄
趣
貯
奪
◎
N
ミ
沖
’
G
◎
O
（
一
c
Q
①
①
y
ψ
ゆ
刈
ら
ド
鑓
⑦
H
ω
．

　
㎝
刈
．

⑰
曲
舞
Φ
同
も
鋒
P
ω
し
認
∴
ω
。
。
“
ミ
9

⑱
該
5
器
だ
合
鍋
P
ω
．
甲
×
×
H
’
な
お
居
住
空
間
の
数
値
は
、
公
衆
衛
生
協
会

　
が
定
め
た
基
準
で
あ
る
。
頻
α
竃
①
斜
坑
鼻
P
ω
．
ら
。
9

⑲
以
上
は
す
べ
て
、
上
上
匹
腰
①
ψ
。
r
鋒
挿
9
ω
』
ρ
。
。
底
数
か
ら
引
用
。

⑳
フ
ォ
ー
ダ
ラ
ー
9
δ
＜
。
α
q
冨
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
、
学
問
お
よ
び
芸
術
の

　
振
興
の
た
め
に
一
八
五
九
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
。
現
在
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

　
ゲ
ー
テ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
名
称
で
、
ゲ
ー
テ
ハ
ウ
ス
の
管
理
や
ゲ
ー
テ
の
作
品

　
の
保
管
、
文
学
研
究
誌
の
患
版
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
≦
o
鼠
σ
q
p
p
α
Q
隈
墨
鑓
9

　
（
悶
σ
q
．
）
り
寒
醤
長
亀
，
㍗
卜
§
浮
§
”
器
信
げ
Φ
胃
げ
臥
冨
［
〈
o
p
国
Φ
旨
δ
零
Φ
国
鑓
日
Φ
び

　
閃
門
碧
謀
自
3
旨
寓
9
ぎ
6
譲
（
一
〇
①
O
γ
ω
．
m
o
。
．
経
済
学
部
門
に
は
、
の
ち
に
家

　
内
労
働
者
に
つ
い
て
の
調
査
を
指
揮
す
る
ア
ル
ン
ト
勺
響
｝
〉
ヨ
費
や
、
シ
ュ
タ

　
イ
ン
℃
鉱
諏
唱
ω
帥
①
ぎ
、
シ
ュ
ナ
ッ
パ
i
・
ア
ル
ン
ト
O
o
巳
冨
σ
ω
o
ゲ
鵠
署
賃
購

　
》
ヨ
黛
、
ビ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
囚
騨
雛
ω
口
。
ゲ
臼
、
市
の
統
計
局
長
を
務
め
た
プ
ラ
イ

　
ヒ
ャ
i
出
Φ
3
ユ
0
7
し
U
蚕
畠
臼
や
ブ
ッ
シ
ュ
〉
轟
¢
簿
切
蕊
。
評
と
い
っ
た
社
会
政

　
策
家
た
ち
が
参
加
し
た
。

⑳
欝
§
①
「
る
鼻
9
ω
．
冠
。
。
∴
お
．

⑫
密
二
四
Φ
ω
9
（
出
σ
q
．
）
甲
箏
§
寒
ミ
箋
ミ
ミ
ミ
黛
曇
ひ
閃
窮
”
謀
葺
露
鼠
蝕
鄭

　
一
c
Q
O
9
勺
㌶
団
O
ω
帯
ご
（
国
α
q
’
）
闇
N
ミ
ト
ミ
誉
、
，
丸
き
ミ
ミ
§
浄
ぎ
偽
§
、
・
設
、
ミ

　
防
S
§
ミ
鳥
匙
馬
韓
罎
ミ
，
譜
§
建
事
事
≒
嚇
匙
ミ
さ
欝
閃
困
騨
昌
謀
與
け
餌
臼
《
鍮
ロ
一
Q
Q
⑩
9

　
ゲ
冨
「
ω
．
昏
つ
α
I
G
Q
c
Q
．

⑱
b
σ
轟
曇
幣
ト
鋒
鼻
9
ω
．
＝
戯
山
ρ
嵐
幽
黛
g
P
ω
．
＝
①
■

⑳
国
Φ
鼠
⑦
竃
男
葺
戸
譲
。
ぎ
§
σ
q
。
・
欝
α
q
①
信
鼠
ω
悉
顕
。
葵
Φ
一
ρ
一
『
b
貯
蚕
ミ

　
N
ミ
曽
一
㎝
（
一
c
Q
り
①
＼
⑩
刈
）
▼
G
α
．
O
り
？
①
Φ
ρ
置
Φ
H
ω
．
①
㊤
ρ
ω
瞥
櫓
門
N
曽
鋒
鋒
9
”
ψ

　
劇
一
⊆
隣
一
蒔
一
①
．

⑳
〆
鎚
日
Φ
さ
昌
舞
9
”
ω
9
一
Q
。
合
囲
q
ぴ
一
Φ
r
掛
9
9
”
ω
9
刈
し
。
－
Φ
c
。
．
～
八
八
八
年
に

　
市
の
西
部
に
つ
く
ら
れ
た
中
央
駅
の
西
側
（
一
五
）
と
市
の
東
部
（
二
五
、
二
六
、

　
三
九
）
お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
一
部
（
三
二
、
三
三
の
線
路
沿
い
）
が
工

　
業
地
区
に
、
イ
ン
ネ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
一
一
八
）
と
九
－
一
〇
区
、
マ
イ
ン
河
沿

　
い
の
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
（
三
〇
、
三
｝
）
お
よ
び
ボ
ル
ン
ハ
イ
ム
（
二
七
一
二

　
九
）
は
混
合
区
、
市
の
北
側
の
ア
ウ
セ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
＝
一
一
四
、
一
六
一

　
二
四
、
二
八
）
と
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
南
部
（
三
二
、
三
三
の
線
路
以
南
）
は

　
住
宅
地
に
演
習
さ
れ
た
。
区
域
分
け
は
ヒ
ロ
簿
ミ
鷺
N
§
翰
ミ
韓
隷
寒
、
い
晋
ミ
等
§
■

　
》
ミ
§
国
さ
ミ
◎
ψ
。
。
し
。
を
参
照
。
な
お
地
価
の
安
い
郊
外
に
労
働
者
用
の
小

　
規
模
住
宅
を
建
設
す
る
動
き
は
、
市
内
交
通
の
発
達
す
る
一
八
九
〇
年
代
後
半
か

　
ら
徐
々
に
生
じ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
囚
α
三
①
頴
田
鋒
9
ω
．
謀
Q
。
山
鋒
り

　
耳
茸
－
ω
旨
と
焉
場
哲
「
都
市
化
と
交
通
」
魍
世
界
歴
史
二
二
』
岩
波
書
店
、
皿
九

　
九
八
年
、
一
七
九
一
二
二
〇
頁
、
を
参
照
。

⑯
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内
の
公
益
住
宅
会
社
は
A
B
G
の
他
に
あ
わ
せ
て
；
一
あ

　
り
、
株
式
会
社
も
あ
れ
ば
、
協
同
組
合
方
式
の
も
の
や
同
業
者
団
体
の
も
の
も
あ

　
つ
た
。
切
ミ
ミ
繋
置
－
鋒
鍋
P
ψ
一
⑩
Q
。
－
H
O
ρ
〆
欝
日
Φ
斜
象
鼻
P
ω
．

　
同
駆
Q
Q
一
一
c
Q
一
．
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二
章
　
家
族
扶
助
の
形
成

（㎜

j
　
家
政
扶
助
闘
体
工
碧
ω
O
曲
δ
Q
Φ
＜
Φ
「
Φ
ヨ
の
活
動

第二帝政期フランクフルトにおける住宅政策と家族扶助（北村）

　
救
貧
政
策
上
の
予
防
措
置
と
し
て
の
住
宅
建
設
援
助
と
は
別
に
、
本
来
の
救
貧
扶
助
は
、
一
八
八
三
年
以
来
自
治
体
が
一
部
の
私
的
慈
善
団

体
と
提
携
し
て
す
す
め
て
い
た
が
、
個
別
に
家
庭
訪
問
を
す
る
扶
助
は
、
と
く
に
宗
派
別
の
私
的
な
女
性
団
体
が
独
自
に
行
っ
て
い
た
。
た
と

え
ば
、
福
音
協
会
の
内
な
る
使
命
協
会
国
く
鎚
σ
Q
Φ
回
昌
昌
響
く
頸
①
言
｛
¢
＝
冒
①
お
隠
密
δ
ロ
や
ル
タ
ー
派
協
会
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
社
会
奉
仕
会

U
冨
犀
。
議
ω
ω
Φ
昌
－
ω
3
賦
O
p
Φ
出
盛
伍
≧
ヨ
Φ
起
自
Φ
σ
q
①
創
Φ
＝
葺
び
2
置
。
げ
Φ
昌
囚
ぱ
。
ゲ
①
口
α
q
Φ
臼
目
口
山
Φ
け
、
聖
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
協
会
ω
貯
邑
冨
9
び
Φ
匪
Φ
⇒
＜
9

村
Φ
紗
な
ど
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
信
仰
生
活
を
説
く
と
と
も
に
、
市
内
の
各
教
会
ゲ
マ
イ
ン
デ
ご
と
に
家
庭
訪
問
を
通
じ
て
救
貧
扶
助
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
び
病
人
看
護
を
実
践
し
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
市
の
救
貧
行
政
の
一
つ
で
あ
っ
た
住
宅
建
設
に
対
応
し
て
、
公
的
制
度
を
先
取
り
す
る
形
で
住
宅
内
部
に
お
け
る
総
合
的

な
扶
助
を
課
題
と
し
た
超
宗
派
の
団
体
が
あ
っ
た
。
私
的
な
家
庭
訪
問
を
組
織
的
に
家
事
代
行
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
し
て
展
開
し
た
家
政
扶
助
団
体

国
里
ω
℃
｛
『
σ
Q
Φ
〈
2
魚
ロ
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
、
物
資
給
付
中
心
の
そ
れ
ま
で
の
慈
善
団
体
の
扶
助
と
異
な
っ
て
、
直
接
社
会
的
下
層

の
家
庭
に
入
っ
て
家
事
を
行
う
と
と
も
に
、
居
住
上
の
衛
生
化
の
指
導
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
衛
生
学
的
要
請
を
受
け
て
労
働
者
家
族

の
保
護
と
衛
生
化
を
目
指
し
て
明
確
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
打
ち
出
し
た
こ
の
団
体
は
、
救
貧
局
長
カ
ー
ル
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
、
兄
で
医
師
の
マ

ッ
ク
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ζ
9
×
男
一
①
ω
o
げ
と
そ
の
妻
ヘ
ラ
国
Φ
嶽
そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
女
性
活
動
家
で
、
女
性
に
関
連
し
た
社
会
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
い
て
実
態
調
査
と
改
革
提
雷
を
行
っ
て
い
た
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
フ
ユ
ル
ト
団
①
霞
§
8
閃
欝
爵
に
よ
っ
て
　
八
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
男

性
と
の
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
社
会
改
良
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
寄
付
金
や
ゲ
マ
イ
ン
デ
か
ら
の
補
助
な
ど
活
動

資
金
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
団
体
の
主
導
権
は
、
の
ち
に
見
る
よ
う
に
完
全
に
女
性
の
側
に
あ
っ
た
。
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ま
ず
家
政
扶
助
団
体
の
設
立
目
的
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
「
緊
急
時
の
た
め
の
貯
蓄
が
で
き
な
い
よ
う
な
層
の
　
家
の
主

婦
が
、
病
気
あ
る
い
は
出
産
に
よ
っ
て
家
事
を
行
い
え
な
い
と
き
に
、
家
事
を
代
行
す
る
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
中
心

理
念
は
「
労
働
者
の
妻
も
、
彼
女
自
身
と
彼
女
の
子
ど
も
が
産
褥
あ
る
い
は
病
気
の
床
か
ら
健
康
に
な
っ
て
起
き
あ
が
れ
る
よ
う
に
」
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
、
夫
に
は
家
政
を
切
り
回
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
妻
の
病
気
や
出
産
と
い
う
緊
急
時
に
は
、
家
政
が
荒
廃
し
、
夫
は
外
食
や
飲
酒
に
走
り
、
子
ど
も
は
放
置
さ
れ
る
。
彼
は
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

立
の
理
由
を
、
労
働
者
家
族
が
そ
う
し
た
悪
循
環
を
断
ち
切
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
団
体
の
組
織
と
活
動
は
、
団
体
規
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
会
員
資
格
は
、
年
収
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
年
会
費
を
払
う

か
、
一
括
で
三
〇
〇
マ
ル
ク
支
払
う
か
で
得
ら
れ
る
。
団
体
内
の
組
織
に
は
、
執
行
部
く
9
ω
漫
心
側
・
女
性
委
員
会
U
餌
ヨ
魯
－
○
○
巨
3
・
会
員

の
総
会
が
あ
る
。
執
行
部
は
一
一
名
（
女
性
六
名
、
男
性
五
名
）
か
ら
な
り
、
会
長
（
女
性
）
・
会
計
・
書
記
二
名
を
互
選
し
、
団
体
の
業
務
の

ほ
と
ん
ど
を
こ
な
す
。
女
性
委
員
会
は
女
性
会
員
が
構
成
し
、
委
員
長
・
会
計
そ
し
て
監
査
役
を
選
出
す
る
。
実
際
の
扶
助
員
の
採
用
お
よ
び

扶
助
の
可
否
決
定
は
女
性
委
員
会
に
一
任
さ
れ
て
い
る
。
会
員
全
員
が
参
加
す
る
総
会
は
年
　
回
開
か
れ
、
任
期
二
年
の
執
行
部
役
員
の
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

お
よ
び
活
動
報
告
の
承
認
、
規
約
改
正
や
団
体
の
解
散
決
議
権
を
も
つ
。

　
さ
て
、
実
際
の
扶
助
は
、
会
員
で
あ
る
労
働
者
の
妻
が
病
気
・
出
産
に
よ
っ
て
家
事
労
働
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
病
気
で
あ
れ
ば
最

長
で
四
週
間
ま
で
、
出
産
で
あ
れ
ば
出
産
後
一
〇
日
ま
で
お
お
む
ね
無
償
で
家
事
を
代
行
し
て
も
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
扶
助
の
申
請
は
市
内

に
あ
る
団
体
の
事
務
所
に
直
接
出
向
く
か
文
書
で
行
い
、
出
産
の
場
合
は
予
定
日
の
六
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
産
後

五
日
目
ま
で
は
全
日
、
そ
の
後
の
五
日
間
は
半
日
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
受
け
ら
れ
る
。
扶
助
申
請
が
な
さ
れ
る
と
、
ま
ず
は
事
前
調
査
の
た
め

に
家
庭
訪
問
が
行
わ
れ
、
申
請
の
内
容
と
実
情
が
合
致
し
て
い
る
か
調
査
さ
れ
る
。
こ
の
調
査
報
告
を
受
け
て
、
扶
助
員
派
遣
の
当
否
が
女
性

委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
扶
助
員
派
遣
は
、
そ
の
家
族
の
経
済
状
態
や
家
族
メ
ン
バ
ー
の
数
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
初
め

て
の
出
産
の
場
合
は
他
に
世
話
す
る
必
要
の
あ
る
子
ど
も
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
扶
助
は
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
宗
教
に
よ
る
差
別
は
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第二帝政期フランクフルトにおける住宅政策と家族扶助（北村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
い
」
。
な
お
公
的
扶
助
の
受
給
資
格
を
も
た
な
い
家
族
に
関
し
て
、
救
貧
局
と
連
携
し
て
扶
助
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
実
際
に
扶
助
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
期
間
に
は
、
団
体
の
調
査
員
が
事
前
の
予
告
な
く
被
扶
助
者
宅
を
訪
問
し
て
、
扶
助
員
の
仕
事
ぶ
り
を

点
検
す
る
。
給
水
設
備
が
な
い
場
合
の
水
く
み
や
、
石
炭
な
ど
の
燃
料
の
買
い
入
れ
ば
家
族
の
夫
の
仕
事
と
さ
れ
た
。
扶
助
の
内
容
は
、
食

事
・
掃
除
・
洗
濯
と
食
料
品
の
買
い
物
を
す
る
こ
と
、
病
床
あ
る
い
は
産
褥
期
の
母
親
・
妻
へ
の
食
事
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
、
子
ど
も
た
ち
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
派
遣
期
間
が
済
ん
だ
あ
と
も
、
時
折
団
体
の
扶
助
員
が
家
庭
訪
問
を
し
て
衛
生
と
健
康
に
つ
い
て
妻
た
ち
に

教
育
す
る
。
実
際
に
派
遣
さ
れ
る
扶
助
員
は
、
派
遣
先
と
同
じ
く
労
働
者
階
級
の
女
性
、
そ
れ
も
派
遣
先
で
「
間
違
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
の
で
年
輩
の
主
婦
が
有
給
で
雇
用
さ
れ
た
。
扶
助
員
派
遣
の
時
間
帯
は
、
全
日
で
あ
れ
ば
朝
八
時
か
ら
夜
八
時
ま
で
で
あ
る
。
扶
助
員
の

賃
金
は
、
食
事
つ
き
で
一
日
一
・
九
マ
ル
ク
、
食
事
な
し
で
二
・
五
マ
ル
ク
（
一
九
〇
七
年
時
点
で
の
額
）
で
あ
る
。
扶
助
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る

条
件
は
、
信
頼
性
の
あ
る
こ
と
と
主
婦
業
に
関
し
て
有
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
方
、
扶
助
員
の
仕
事
ぶ
り
を
点
検
し
て
歩
く
調
査
員
は
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
に
市
民
階
級
の
女
性
で
、
ほ
と
ん
ど
が
名
誉
職
で
引
き
受
け
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
家
政
扶
助
団
体
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
受
け
た
家
族
の
数
は
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
扶
助
員
数
は
、
一
九
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
の
時
点
で
五
六
名
、
そ
れ
以
降
も
お
お
む
ね
五
〇
！
六
〇
人
、
多
く
て
も
七
〇
人
で
あ
っ
た
。

　
実
際
の
家
事
を
引
き
受
け
、
住
宅
内
部
に
お
け
る
家
族
の
保
護
を
目
指
す
、
女
性
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
の
家
政
扶
助
は
、
世
紀
転

換
期
に
は
、
折
か
ら
生
じ
て
い
た
社
会
衛
生
運
動
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
大
き
な
問
題
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
住
宅
問
題
を
解
決
す
る
方
法
の

　
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
妻
が
家
事
を
行
い
え
な
い
間
に
生
ず
る
家
政
の

混
乱
を
予
防
で
き
、
住
宅
内
に
お
け
る
衛
生
秩
序
が
保
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
居
住
者
の
健
康
を
守
る
た
め
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
、
つ
ま
り
洗
濯
や

掃
除
、
料
理
、
子
ど
も
の
世
話
な
ど
は
、
当
時
女
性
の
仕
事
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
家
事
を
代
行
し
、
ま
た
そ
の
様
子
を
点
検
す
る

活
動
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
女
性
の
手
に
あ
る
の
が
一
番
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
家
政
扶
助
は
も
し
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
活

動
に
組
み
込
ま
れ
た
場
合
、
女
性
が
協
働
で
き
る
領
域
で
あ
る
か
ら
、
公
的
官
吏
の
身
分
を
も
っ
た
女
性
が
引
き
続
き
扶
助
活
動
を
担
う
べ
き
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⑨

で
あ
る
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
こ
の
主
張
は
、
す
で
に
救
貧
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
女
性
が
救
貧
行
政
の
末
端
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
で
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
彼
の
見
解
は
ま
た
、
一
八
九
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
全
体
で
興
隆
を
見
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

女
性
運
動
活
動
家
の
見
解
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
女
性
に
よ
る
女
性
に
向
け
た
家
政
扶
助
は
、
当
初
か
ら
被
扶
助
者
の
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
子
ど
も
と
家
族
全
体
を

含
む
ト
ー
タ
ル
な
扶
助
を
目
的
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
家
政
を
調
え
る
こ
と
で
、
夫
の
飲
酒
や
子
ど
も
の
非
行
、
母
親
本
人
の
身
体
衰
弱

が
予
防
で
き
る
上
に
、
労
働
者
家
族
へ
の
衛
生
や
生
活
実
践
を
啓
蒙
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
「
社
会
悪
」
の
撲
滅
と
救
貧
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
家
族
扶
助
の
確
立

　
も
ち
ろ
ん
、
前
節
で
見
た
家
政
扶
助
の
開
始
に
よ
っ
て
、
住
宅
困
窮
の
問
題
が
た
だ
ち
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
当
時
の
住

宅
問
題
は
多
様
な
側
面
を
有
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
シ
ス
テ
ム
化
だ
け
で
は
対
店
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
市
統
計
局

長
の
ブ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
が
一
八
九
五
年
に
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
だ
け
で
住
む
た
め
に
は
大
き
す
ぎ
る
住
宅
を
、
は
じ
め
か
ら
他
人
に
又

貸
し
す
る
目
的
で
借
り
諸
賢
支
払
い
の
足
し
に
す
る
慣
行
が
・
低
所
得
層
に
広
く
流
布
し
て
い
や
そ
の
結
果
住
宅
内
部
に
お
い
て
過
密
状

態
が
生
じ
、
住
人
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ま
た
、
住
宅
問
題
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
家
内
労
働
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
一
八
九
六
年
に
出
さ
れ
た
F
D
H
経
済
学
部
門
の

調
査
報
告
で
は
、
仕
立
工
や
即
製
誘
導
に
お
い
て
、
職
長
螺
分
離
に
よ
る
住
宅
の
不
衛
生
と
賃
金
の
低
さ
が
問
題
に
さ
れ
た
。
営
業
監
督
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ち
入
り
調
査
も
な
く
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
就
業
形
態
が
、
住
宅
内
の
不
健
康
・
不
衛
生
を
助
長
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
労
働
者
層
の
住
宅
難
に
つ
い
て
独
自
の
調
査
を
行
っ
た
フ
ユ
ル
ト
は
、
住
宅
問
題
の
特
質
を
以
下
の
諸
点
に
整

理
し
て
い
る
。
第
　
は
、
家
賃
の
高
さ
が
住
宅
の
大
き
さ
に
見
合
っ
て
お
ら
ず
、
大
都
市
で
は
「
穴
ぐ
ら
」
あ
る
い
は
た
だ
の
「
割
れ
冒
」
と
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し
か
呼
べ
な
い
よ
う
な
空
間
を
、
「
住
宅
」
と
し
て
貸
し
付
け
る
こ
と
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
は
、
住
宅
の
一
部
屋
な
り
を
他
人
に
又

貸
し
す
る
こ
と
が
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
上
下
水
道
の
設
備
が
な
い
こ
と
や
「
光
と
新
鮮
な
空
気
」
が
不
足
し
て
い
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

め
に
、
衛
生
上
そ
し
て
道
徳
上
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ユ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
住
宅
問
題
は
、
何
よ
り
も
居
住
者
の
健
康
一
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

生
問
題
で
あ
り
、
同
時
に
道
徳
的
な
領
域
の
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
借
家
人
協
会
竃
陣
Φ
跨
鋤
く
段
Φ
汀
が
一
八
九
七
年
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
論
拠
に
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。
住
宅
の
借
り
手
の
利
害
を
代
表
す
る
べ
く
、
市
の
援
助
を
受
け
て
一
八
九
六
年
に

設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
借
家
人
協
会
が
居
住
空
間
に
関
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
る
住
宅
で
は
、
過
密
で
あ
る
た
め

に
成
人
一
人
当
た
り
五
立
法
層
の
空
間
し
か
な
い
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
。
フ
ユ
ル
ト
は
、
そ
う
し
た
状
態
で
は
健
康
は
お
ろ
か
道
徳
的
な
危

険
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
や
性
の
人
問
が
狭
い
空
間
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
る
と
、
「
個
人
生
活
の
も
っ
と

も
親
密
な
出
来
事
を
頻
繁
に
目
に
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
中
の
道
徳
的
感
情
を
鈍
く
し
て
し
ま
う
」
。
あ
る
い
は
「
悪
い
本
能
が
呼
び
覚
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
肥
え
太
ら
さ
れ
て
」
将
来
の
犯
罪
者
を
形
成
す
る
場
合
も
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
フ
ユ
ル
ト
が
指
摘
し
た
よ
う
な
住
宅
の
欠
陥
を
正
す
た
め

に
、
公
的
な
住
宅
監
督
制
度
の
導
入
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
欠
陥
の
あ
る
住
宅
が
、
彼
女
の
雷
う
よ
う
な
諸
問
題
の
原
因
と
見

な
さ
れ
、
住
人
の
健
康
そ
し
て
道
徳
を
保
護
す
る
た
め
に
住
宅
の
性
状
を
調
査
す
る
制
度
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
世
紀
転
換
の
こ
の
時
期
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
で
は
、
救
貧
制
度
の
改
正
に
よ
っ
て
、
個
人
を
対
象
と
し
た
扶
助
に
関
し
て
は
相
応
の
制
度

が
整
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
開
か
れ
た
」
救
貧
扶
助
に
よ
る
物
資
援
助
だ
け
で
は
、
当
時
広
ま
っ
て
い
た
、
病
気
の
予
防
や
乳
幼

児
保
護
を
基
礎
に
お
く
社
会
衛
生
運
動
の
要
求
に
は
耐
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
優
生
学
的
な
志
向
や
社
会
衛
生
運
動
と
相
ま
っ
て
、
将
来
の
国

民
た
る
乳
児
の
健
康
や
道
徳
を
保
護
・
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
改
良
君
た
ち
の
間
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ

う
し
た
健
康
お
よ
び
道
徳
の
保
護
と
乳
児
保
護
と
い
う
社
会
的
要
請
に
一
つ
の
実
践
的
な
回
答
を
与
え
た
の
が
、
先
に
見
た
私
的
な
家
政
扶
助

団
体
の
活
動
で
あ
っ
た
。
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母
親
が
病
気
あ
る
い
は
出
産
に
よ
っ
て
十
分
家
事
を
行
い
え
な
い
期
間
に
家
事
を
代
行
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
当
初
か
ら
女
性
だ
け
で
な
く
そ

の
子
ど
も
や
女
性
の
家
族
全
体
を
住
宅
内
部
で
扶
助
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
フ
ユ
ル
ト
や
マ
ッ
ク
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、
私
的
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

体
が
行
う
こ
う
し
た
家
族
扶
助
を
、
完
全
に
公
的
な
社
会
扶
助
と
し
て
早
急
に
確
立
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
個
別
的
な
救
貧
扶
助
で

は
な
く
、
家
族
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
住
宅
内
部
の
衛
生
化
と
と
も
に
住
人
の
身
体
的
道
徳
的
な
衛
生
化
を
は
か
る
こ
と
。
家
政
扶
助
団
体
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
こ
の
家
族
扶
助
の
概
念
は
、
居
住
の
場
で
あ
り
同
時
に
扶
助
の
場
で
も
あ
る
住
宅
の
改
善
を
求
め
る
声
と
絡
み
合
っ
て
、

居
住
様
式
ま
で
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
住
宅
ケ
ア
の
要
求
を
形
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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N
Φ
－
①
ω
伊
駅
2
ω
．
①
ω
O
．
家
政
扶
助
団

　
体
に
関
し
て
は
次
の
論
考
を
参
照
。
ζ
拶
×
閃
ぽ
ω
o
罫
b
暗
ミ
N
§
韓
き
ミ
し
d
弗

　
、
§
§
薦
§
駄
O
§
、
誉
§
§
§
ミ
何
謬
g
越
賞
言
墨
一
8
ご
頃
雪
話
①
簿
Φ

　
閏
貯
身
∪
冨
図
2
名
ぬ
①
α
Q
P
一
『
b
龍
さ
ミ
辱
ド
b
⊃
O
（
お
O
一
＼
8
）
甲
ω
■
①
も
。
一
L
①
ω
館

　
象
Φ
ω
」
冬
ミ
馬
議
き
ミ
N
ミ
ミ
》
さ
譜
越
匙
ミ
芽
竃
蔓
暮
§
馬
鑛
窓
Q
p
爵
⑦
面
一
8
ご

　
黛
霧
ご
b
龍
§
塁
砦
碧
き
防
§
き
、
馬
O
曼
嵩
時
ミ
眺
§
ミ
ミ
き
、
国
§
い
§
w

　
ピ
Φ
飾
石
α
Q
一
り
質
．
（
以
下
フ
ユ
ル
ト
の
引
用
に
際
し
て
は
文
献
出
版
年
の
み
で
示

　
す
）
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
フ
ユ
ル
ト
（
旧
姓
カ
ッ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

　
国
号
N
Φ
暴
斤
Φ
ぼ
）
（
一
八
六
一
－
一
九
三
八
）
は
、
ギ
ー
セ
ン
近
郊
の
ラ
ー
ン
で
ユ

　
ダ
や
人
の
家
系
に
生
ま
れ
、
一
九
才
の
時
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ユ
ル
ト
と
結
婚
、

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
住
む
。
F
D
H
の
国
艮
経
済
学
部
門
で
学
び
、
労
働
者
家
族

　
の
調
査
に
も
参
加
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
か
ら
社
会
政
策
的
な
著
作
を
発
表
し
は

　
じ
め
る
。
女
性
の
立
場
か
ら
、
女
性
問
題
と
り
わ
け
母
性
保
護
や
乳
児
保
護
に
つ

　
い
て
の
論
文
を
多
く
世
に
出
し
た
彼
女
は
、
私
的
扶
助
中
央
協
会
で
活
動
す
る
傍

　
ら
、
パ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
ゆ
先
守
国
勺
巷
需
夢
Φ
葭
と
と
も
に
ユ
ダ
ヤ
女
性
団
体

　
注
象
ω
畠
臼
問
田
器
筈
8
伍
（
一
九
〇
二
年
）
を
組
織
し
、
全
国
レ
ベ
ル
の
母
性

　
保
護
同
盟
し
u
信
巳
｛
母
《
裳
8
話
。
ゲ
艮
N
（
一
九
〇
五
年
）
お
よ
び
そ
の
フ
ラ
ン
ク

　
フ
ル
ト
支
部
（
一
九
〇
七
年
）
の
設
立
に
携
わ
っ
た
。
一
九
一
九
年
に
は
S
P
D

　
系
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
会
議
員
に
選
ば
れ
て
自
治
体
政
治
に
も
参
加
す
る
よ

　
う
に
な
っ
た
。
　
一
九
三
一
年
に
バ
ー
ト
・
エ
ム
ス
ω
鑑
司
白
。
・
に
亡
命
し
、
そ
の

　
地
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
フ
ユ
ル
ト
に
関
し
て
は
、
頃
①
㎡
弾
賊
δ
ゲ
戸
．
．
U
d

　
ω
○
い
ピ
ω
↓
U
H
O
国
客
団
団
鼠
〉
ピ
ω
じ
d
国
q
O
国
署
、
、
出
自
艮
Φ
霞
Φ
煽
口
出
貫
鳴
「
碧
u

　
實
山
旦
ω
o
N
芭
聾
旦
一
『
℃
Φ
貯
①
『
閃
H
Φ
ぎ
四
時
＼
〉
・
冒
算
。
ぞ
ω
犀
陣
（
国
σ
q
シ
寿
§
§

　
b
ミ
§
き
奪
ミ
国
餌
目
σ
賃
α
Q
一
8
一
Ψ
ω
．
G
。
ま
－
G
。
お
…
》
話
Φ
鼠
食
国
駿
豆
Φ
り
壁
薔
§

　
守
勢
§
駄
§
憶
ご
国
§
繕
§
饗
謡
α
q
§
§
刷
き
§
因
醇
箋
芭
鼻
℃
款
山
｛
①
暑
巴
賃

　
一
〇
㊤
ρ
聞
日
σ
q
ロ
a
ζ
禽
。
饗
頃
器
ω
ヨ
簿
昌
Ψ
§
§
§
§
§
魯
、
疑
爵
き
脱
ぎ
N
§
・

　
富
§
馨
ミ
晦
N
c
。
蜜
－
N
ミ
⑩
田
匡
Φ
ω
冨
ぎ
＼
N
貯
陣
9
＼
客
①
芝
磯
。
面
一
⑩
8
一
窓
磐
ω
・

　
響
き
戸
鼻
黛
P
鼻
P
ω
．
一
ω
邸
山
田
9
0
◎
虹
－
ω
鼻
O
を
参
照
。

③
ζ
畏
コ
の
ω
。
げ
も
掛
9
ψ
⊂
。
歯
一
〇
黒
帯
ダ
お
2
＼
O
N
ω
■
①
ω
H
■

④
《
輿
巴
Φ
ω
。
ダ
持
論
P
ω
．
念
ム
G
。
．

⑤
竃
建
国
Φ
ω
。
貫
鼻
鼻
P
ω
．
卜
、
Ψ
G
。
ω
一
越
臨
」
8
ぐ
8
闇
ω
．
①
留
…
陛
Φ
ω
↓

　
一
8
メ
ω
』
①
山
冠
　
象
①
ω
‘
一
〇
一
一
曽
ω
』
ム
．
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⑥
竃
⇔
×
鴬
①
ω
。
ダ
象
鋒
9
ω
』
①
山
ρ
。
。
藩
論
尋
㍉
8
同
＼
O
N
ω
．
①
ω
一
　
象
⑦
し
・
；

　
一
⑩
O
国
ω
．
ト
っ
ご
象
⑦
ω
こ
入
り
＝
“
ω
．
ρ
脚
質
こ
の
家
政
扶
助
団
体
は
、
同
時
に
「
主

　
婦
と
し
て
の
特
性
を
も
つ
扁
労
働
者
層
の
女
性
を
雇
屠
す
る
こ
と
も
も
う
｝
つ
の

　
扶
助
と
見
な
し
て
い
る
。

⑦
被
扶
助
家
族
の
数
は
一
八
九
三
年
は
二
六
四
、
一
九
〇
三
年
は
九
〇
六
、
一
九

　
＝
二
年
は
一
　
　
六
〇
世
帯
で
あ
る
。
恥
ミ
詠
運
勢
跨
ミ
嵩
き
ミ
潮
：
．
黛
黛
P
ω
．

　
一
①
黛
ぎ
艮
駐
匙
跨
鳶
専
§
導
恥
睦
さ
ミ
周
譜
聴
憲
ミ
寒
轟
慧
ミ
織
ミ
さ
帖
声

　
N
漣
Q
。
喬
《
一
⑩
一
伊
ω
．
り
ト
っ
．
ま
た
鳴
貯
身
同
。
。
O
ミ
リ
。
。
一
ω
．
①
G
。
一
に
よ
れ
ば
、
一
八
九

　
四
年
か
ら
一
八
九
六
年
目
三
年
聞
で
扶
助
を
受
け
た
一
四
八
九
世
帯
の
う
ち
、
日

　
雇
い
三
一
七
、
労
働
者
八
八
八
と
で
実
に
八
○
％
を
占
め
て
い
る
。

⑧
閃
影
F
お
O
回
＼
O
N
ω
■
①
G
。
ご
象
旨
駐
§
防
ミ
ミ
い
§
タ
：
㌧
持
轟
9
ω
．
δ
0
．

⑨
竃
鋤
×
鵠
①
ω
。
鑓
象
塾
P
ψ
ミ
∴
。
。
．

⑩
姫
岡
、
前
掲
書
、
五
六
－
七
四
頁
参
照
。

⑪
ヒ
U
臨
蔓
緊
鱒
鋒
鋒
9
ω
．
O
ご
銀
O
匡
Φ
お
鼻
鋒
P
ψ
ω
野
シ
ュ
ラ
ー
フ
ゲ

　
ン
ガ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
は
近
隣
の
農
村
か
ら
主
と
し
て
建
設
作

　
業
に
一
定
期
間
だ
け
従
事
す
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
独
身
の
男
性
で
あ
る
こ
と
が

三
章
　
住
宅
へ
の
公
的
介
入

（一

j
　
住
宅
監
督
の
設
置
要
求

　
多
く
、
彼
ら
は
自
分
の
家
を
田
舎
に
持
っ
て
い
る
。

⑫
家
内
労
働
の
問
題
を
論
じ
た
の
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
特
有
の
現
象
で
は
な
く
、

　
そ
の
背
漿
に
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
社
会
改
良
主
義
者
た
ち
の
集
っ
た
社
会

　
政
策
学
会
で
も
、
労
働
者
保
護
と
の
関
連
で
家
内
労
働
の
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま

　
り
、
議
論
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
一
條

　
和
生
『
ド
イ
ツ
祉
会
政
策
思
想
と
家
内
労
働
問
題
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
〇

　
年
、
を
参
照
。

⑬
写
臣
署
ω
酔
Φ
ぎ
（
国
α
q
．
）
も
黛
◎
堕
ψ
ミ
ム
Φ
．

⑭
国
Φ
巨
⑦
箒
「
茸
『
9
Φ
≦
。
ぎ
｛
罠
σ
Q
Φ
ぎ
㈹
Φ
。
。
量
臣
①
強
ざ
げ
Φ
「
嘘
山
景
9
鋒
・

　
一
8
訂
H
信
証
。
・
一
巳
ざ
冨
「
b
d
ぐ
・
N
冨
ゲ
§
σ
q
¢
巳
象
①
U
雪
σ
q
し
・
け
Φ
”
b
d
霧
幕
び
巷
α
q
塁
碧
｛

　
象
Φ
ω
①
目
O
①
窯
Φ
計
一
『
b
縫
箏
爲
罫
①
（
一
。
。
O
c
。
＼
O
⑩
ア
ψ
①
一
汁
－
①
一
。
。
曽
①
①
①
よ
刈
押

　
臣
臼
ω
■
①
一
膳
－
①
一
Q
G
‘

⑮
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
d
蔭
間
帥
ゆ
導
①
｝
ω
ぽ
葺
曽
b
口
暁
恒
蕪
雑
§
§
翫
凄
サ

　
、
§
ミ
ミ
題
墨
閃
同
三
民
霞
け
p
ヨ
と
日
月
＼
客
Φ
毛
喫
。
降
一
Φ
Φ
メ
ω
』
直
÷
謹
9

⑯
田
穿
藁
。
。
8
＼
O
メ
ω
．
9
9
山
響
し
。
。
⑩
。
。
＼
8
甲
ψ
①
①
S

⑰
ζ
鎚
霊
Φ
ω
。
ダ
顕
象
9
ω
．
ω
0
扇
口
H
帯
お
9
＼
O
N
ω
．
①
器
．

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
も
私
的
な
レ
ベ
ル
で
導
入
さ
れ
て
い
た
住
宅
監
督
制
度
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
ド
イ
ツ
各
地
で
導
入
さ
れ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

自
治
体
の
制
度
で
あ
る
。
そ
の
再
度
の
目
的
は
、
部
屋
の
又
貸
し
や
シ
ュ
ラ
ー
フ
ゲ
ン
ガ
ー
の
受
け
入
れ
と
い
っ
た
社
会
的
下
層
の
居
住
空
間

を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
住
宅
監
督
に
は
、
そ
の
職
務
上
、
住
宅
の
技
術
上
の
調
査
を
行
う
建
築
警
察
的
な
住
宅
監
査
≦
o
ぎ
暮
α
q
ω
碧
眺
－
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ω
8
導
の
機
能
と
、
居
住
様
式
の
啓
蒙
や
衛
生
教
化
、
家
事
指
導
な
ど
住
宅
内
部
の
扶
助
全
般
に
か
か
わ
る
住
宅
扶
助
芝
。
言
§
σ
q
。
・
℃
｛
げ
σ
q
Φ
の

機
能
が
あ
る
。
し
か
し
世
紀
転
換
期
前
後
に
導
入
さ
れ
た
自
治
体
の
住
宅
監
督
制
度
は
、
も
っ
ぱ
ら
住
宅
監
査
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
担
い
手
は
、
法
律
お
よ
び
技
術
的
な
専
門
知
識
を
備
え
た
男
性
で
あ
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
参
事
会
が
～
八
九
三
年
に
住
宅
局
の
設
立
と
警
察
令
の
制
定
と
と
も
に
導
入
を
求
め
た
住
宅
監
督
制
度
も
、
前
章
で
確

認
し
た
よ
う
な
居
住
者
の
生
活
改
善
に
ま
で
踏
み
込
む
も
の
で
は
な
く
、
建
築
上
の
欠
陥
調
査
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
市
内
部
の
社
会
政

策
家
た
ち
の
行
動
に
呼
応
す
る
よ
う
に
は
じ
め
ら
れ
た
こ
の
交
渉
は
し
か
し
、
国
家
警
察
と
の
間
で
権
限
委
譲
に
関
し
て
合
意
に
い
た
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

住
宅
監
督
制
度
の
導
入
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　
隣
国
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
が
行
政
交
渉
を
は
じ
め
た
同
じ
一
八
九
三
年
の
七
月
八
日
に
、
住
宅
監
督
法
が
公
布
さ

れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
国
内
の
い
く
つ
か
の
都
市
（
ヴ
ォ
ル
ム
ス
な
ど
）
で
行
っ
た
住
宅
調
査
の
結
果
か
ら
事
態
を
憂
慮
し
た
政
府
が
、
住
宅
問

題
に
対
し
て
予
防
的
に
働
く
よ
う
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
不
健
康
な
住
宅
や
不
適
切
な
寝
場
所
を
賃
貸
す
る
こ
と
で
、
健
康

と
道
徳
に
欠
陥
を
生
じ
な
い
よ
う
に
」
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
住
宅
の
性
状
を
調
査
す
る
住
宅
監
督
が
公
的
な
制
度

　
　
　
④

と
さ
れ
た
。

　
こ
の
市
参
事
会
の
行
動
に
対
し
て
も
っ
と
も
早
く
反
応
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
借
家
人
協
会
だ
っ
た
。
こ
の
団
体
は
一
八
九
七
年

に
、
建
築
警
察
に
よ
っ
て
居
住
不
適
だ
と
さ
れ
た
住
宅
を
貸
し
た
り
、
一
つ
の
住
宅
を
小
さ
く
分
割
し
て
貸
し
た
り
す
る
家
主
側
の
行
動
を
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

視
し
正
す
た
め
に
、
公
的
な
権
力
を
備
え
た
住
宅
監
督
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
ま
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
社
会
政
策
家
た
ち
は
、
ミ
ー
ケ
ル
が
一
八
八
六
年
に
主
張
し
た
よ
う
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
単
位
で
は
な
く
、
帝
国
レ

ベ
ル
で
住
宅
立
法
を
制
定
し
て
、
社
会
的
下
層
の
住
宅
を
め
ぐ
る
社
会
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
一
八
九
八
年
掛
帝
国

住
宅
立
法
協
会
く
葭
Φ
ぎ
国
魚
昆
。
。
ぞ
○
ぎ
舅
α
Q
ω
α
q
Φ
ω
簿
N
を
結
成
し
た
。
他
都
市
か
ら
の
賛
同
者
も
含
ん
だ
こ
の
団
体
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
一
都

市
で
し
か
な
い
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
内
部
の
扶
助
だ
け
で
は
社
会
問
題
と
し
て
の
住
宅
問
題
は
解
消
し
得
な
い
と
し
て
、
帝
国
レ
ベ
ル
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で
住
宅
立
法
を
制
定
す
る
こ
と
の
他
に
、
劣
悪
あ
る
い
は
不
衛
生
な
住
宅
へ
の
立
ち
入
り
調
査
と
住
宅
監
督
を
公
的
制
度
と
す
る
こ
と
、
公
益

的
な
小
規
模
住
宅
建
設
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
、
国
家
あ
る
い
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
公
的
に
収
用
す
る
こ
と
で
安
い
建
設
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

郊
外
交
通
を
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
帝
国
住
宅
立
法
協
会
に
刺
激
さ
れ
て
、
翌
一
八
九
九
年
、
こ
れ
も
帝
国
レ
ベ
ル
の
労
働
者
住
宅

促
進
協
会
く
嘆
①
ヨ
｛
欝
閨
α
巳
Φ
讐
茜
傷
Φ
ω
》
吾
Φ
一
8
暑
○
ぎ
茸
σ
q
ω
≦
①
ω
①
昌
ω
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
総
会
で
市
長
ア
デ
ィ
ケ

ス
は
、
労
働
者
用
の
小
規
模
住
宅
を
建
設
す
る
上
で
は
、
市
あ
る
い
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
住
宅
建
設
に
関
す
る
権
限
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

過
密
住
宅
の
改
善
に
は
住
宅
監
督
制
度
が
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築
警
察
の
権
限
が
自
治
体
に
委
譲
さ
れ
る
べ
き
だ
と
強
調
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
が
出
し
た
、
市
の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
住
宅
監
督
制
度
を
組
み
込
む
要
求
は
、
す
で
に
一
八
九
三
年
の
交
渉
に
お
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
よ
う
に
、
浮
浪
者
取
り
締
ま
り
や
建
設
許
可
に
つ
い
て
の
条
令
認
可
権
を
も
つ
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
警
察
と
の
権
隈
分
割
が
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
お
り
、
実
現
の
難
し
い
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
市
参
事
会
は
　
八
九
九
年
に
再
び
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
と
話
し
合

い
を
は
じ
め
、
ま
ず
は
「
住
宅
の
建
設
と
利
用
に
関
す
る
警
察
令
」
を
制
定
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
し
か
し
警
察
側
が
合
意
し
た
立
法
の
効

果
を
疑
問
視
し
た
た
め
、
こ
の
法
律
も
結
局
は
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
世
紀
の
転
換
点
を
は
さ
ん
で
さ
ら
に
行
政
交
渉
を
続
け
な
が
ら
、
市
当
局
は
一
九
〇
二
年
に
、
市
内
の
住
宅
政
策
と
し
て
、
総
合
的
な
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

収
用
・
配
分
法
で
あ
る
ア
デ
ィ
ケ
ス
潔
い
Φ
×
》
象
。
寄
ω
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
国
内
に
お
け
る
自
治
体
の
住
宅
政
策
に
先
鞭
を
つ

け
た
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
公
益
住
宅
の
建
設
が
よ
り
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
同
年
、
市
は
公
衆
衛
生
業
務
を
統
轄
す
る
た
め
に
、

保
健
部
O
Φ
ω
自
認
魚
θ
G
。
搾
o
B
巳
。
。
ω
δ
⇔
を
新
設
し
て
、
住
人
の
健
康
と
い
う
側
衝
か
ら
見
た
住
宅
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
小
規

模
住
宅
建
設
と
並
ん
で
ア
デ
ィ
ケ
ス
が
推
進
し
た
街
路
の
拡
張
整
備
の
た
め
、
ボ
ル
ン
ハ
イ
ム
や
ア
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど
古
く
か
ら
の
労
働

者
街
で
住
宅
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
、
現
存
住
宅
の
悲
惨
な
状
況
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
市
側
は
、
公
益
住
宅
建

設
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
不
健
康
住
宅
を
取
り
除
く
た
め
に
、
権
限
を
備
え
た
自
治
体
の
住
宅
監
督
の
設
置
許
可
を
国
に
求
め
る
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
な
お
も
続
け
て
い
く
。
一
九
〇
三
年
に
草
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
住
宅
令
に
、
住
宅
監
査
を
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
義
務
づ
け
る
規
定
が
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盛
り
込
ま
れ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
参
事
会
は
独
自
の
住
宅
監
督
制
度
の
要
求
を
取
り
下
げ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
法
律
も
結
局
は
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
内
部
で
再
度
、
住
宅
監
督
制
度
導
入
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
と
え
ば
帝
国
住
宅
立
法
協
会
は
、
一
九
〇
四
年
に
ド
イ
ツ
住
宅
改
良
協
会
U
Φ
露
ω
畠
2
＜
2
Φ
ぢ
｛
曾
芝
。
国
欝
p
σ
q
賃
Φ
｛
o
諺
と
名
称
を
変
更

し
、
引
き
続
き
住
宅
立
法
制
定
を
働
き
か
け
て
、
諸
邦
レ
ベ
ル
で
の
住
宅
立
法
を
促
す
一
方
で
、
同
年
第
一
回
ド
イ
ツ
住
宅
会
議
を
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
開
催
し
、
小
規
模
住
宅
の
建
設
を
進
め
る
ば
か
り
の
市
の
方
針
に
不
満
を
表
明
し
た
。
協
会
は
こ
の
会
議
で
、
住
宅
を
建
設
す
る
他

に
、
適
切
な
大
き
さ
の
空
き
部
屋
を
適
正
価
格
で
斡
旋
す
る
市
の
住
宅
紹
介
所
を
設
立
す
る
こ
と
と
、
入
居
の
際
に
官
吏
が
事
前
に
住
宅
を
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

査
し
て
住
宅
に
不
適
切
な
と
こ
ろ
が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

（
二
）
　
女
性
に
よ
る
住
宅
扶
助
と
家
族
扶
助

　
以
上
見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
関
し
て
も
、
す
で
に
世
紀
転
換
前
か
ら
行
政
レ
ベ
ル
で
の
住
宅
監
督
の
設
置
交
渉
が
行
わ
れ
、
ま

た
諸
団
体
も
住
宅
監
督
の
公
的
制
度
化
を
要
求
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
議
論
の
中
で
要
求
さ
れ
る
住
宅
監
督
制
度
は
、
依
然
と
し
て
建

築
技
術
上
の
査
察
と
い
う
住
宅
監
査
の
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
世
紀
転
換
後
、
と
り
わ
け
国
民
衛
生
学
的
な
世
論
の
も
と
、
国
民
全
体
の
身
体
保
護
の
考
え
が
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

礎
と
し
て
乳
児
保
護
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
宅
監
督
制
度
は
、
社
会
的
下
層
の
居
住
環
境
を
整
備
し
、
乳
児
の
保
護
を
達
成
す

る
一
つ
の
手
段
と
し
て
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
住
宅
監
督
に
、
建
築
技
術
上
の
欠
陥
を
改
善
す
る
住
宅
監
査
機
能
の
み
な

ら
ず
、
他
の
健
康
…
衛
生
－
道
徳
的
な
扶
助
と
連
動
す
る
、
住
宅
扶
助
を
付
加
す
る
こ
と
が
こ
の
時
期
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
住
宅
扶
助
に
あ
た
る
活
動
を
実
際
に
行
っ
て
い
た
の
は
、
何
よ
り
も
前
章
で
見
た
家
政
扶
助
団
体
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
〇
二

年
か
ら
は
市
の
救
貧
局
と
契
約
し
て
救
貧
扶
助
の
一
部
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
九
〇
三
年
に
は
A
B
G
が
自
社
住
宅
の
住
人
を

対
象
に
し
た
家
政
扶
助
金
庫
を
創
設
し
て
、
家
政
扶
助
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
行
政
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
家
族
生
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第二帝政期フランクフルトにおける住宅政策と家族扶助（北村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

活
の
秩
序
化
・
衛
生
化
が
求
め
ら
れ
た
と
雪
え
よ
う
。

　
家
族
の
秩
序
化
・
衛
生
化
を
求
め
る
動
き
が
強
ま
っ
た
の
は
、
全
ド
イ
ツ
女
性
協
会
と
一
α
q
①
き
①
ぎ
9
∪
①
黛
ω
畠
窪
男
向
器
讐
曾
①
ヨ
（
A
D

F
）
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
支
部
が
一
八
九
五
年
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
内
に
お
い
て
女
性
運
動
が
進
展
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。

こ
の
A
D
F
支
部
の
設
立
は
、
慈
善
団
体
で
活
動
し
て
い
た
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
意
見
を
交
換
し
あ
い
共
同
行
動
を
と
る
基
盤
と
な
っ
た
。

そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
女
性
運
動
の
流
れ
は
、
一
八
九
七
年
に
は
法
律
問
題
の
相
談
を
受
け
る
女
性
の
権
利
保
護
セ
ン
タ
ー
男
①
0
7

け
し
。
ω
簿
無
N
簿
亀
Φ
｛
臼
閃
錘
蝦
Φ
昌
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
専
門
的
な
傾
向
を
強
め
な
が
ら
も
、
一
九
〇
二
年
目
パ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
と
フ
ユ
ル
ト

に
よ
る
、
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
へ
の
扶
助
を
旨
と
し
た
女
性
扶
助
会
≦
Φ
ぴ
一
皆
冨
閃
爵
ω
。
茜
Φ
創
設
、
　
九
〇
七
コ
口
フ
ユ
ル
ト
に
よ
る
母
性
保
護

同
盟
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
支
部
の
組
織
な
ど
、
健
康
・
衛
生
を
志
向
す
る
方
向
へ
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
方
向
づ
け
は
、
～
方
で
は
ア
ポ
ラ
ン

ト
富
津
団
》
℃
o
賦
臨
ら
に
よ
る
、
自
治
体
の
救
貧
－
福
祉
政
策
に
お
け
る
女
性
の
進
出
と
地
位
向
上
を
目
指
し
た
女
性
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー
〉
器
量
艮
θ
ω
簿
Φ
一
一
Φ
密
H
岳
④
O
①
臼
Φ
一
p
伽
＄
艮
2
住
9
即
磐
の
設
立
（
一
九
〇
七
年
）
に
帰
着
す
る
。

　
他
方
で
、
家
政
扶
助
団
体
の
活
動
ス
タ
イ
ル
に
倣
っ
て
、
医
学
的
な
絹
談
に
も
応
じ
る
乳
児
と
母
親
の
保
護
を
罷
的
に
し
た
母
親
栢
談
所

bd

ｻ
讐
毎
σ
q
ω
簿
Φ
一
一
①
鵠
H
ζ
⇔
櫛
8
H
お
よ
び
乳
児
扶
助
相
談
所
ω
費
σ
q
一
ぢ
σ
q
段
弩
ω
o
H
σ
q
①
ω
審
一
一
①
が
設
立
さ
れ
る
に
至
る
。
　
九
〇
七
年
ま
で
に
は
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内
に
一
カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
訪
れ
た
母
親
の
相
談
を
受
け
る
以
外
に
も
、
そ
う
し
た
母
親
の
住
宅
を

看
護
婦
が
訪
問
し
、
医
師
の
指
導
が
守
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
住
宅
内
の
衛
生
状
態
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
さ
ら
に
乳
児
扶
助
団
体
く
①
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ぴ
p
注
漆
H
ω
響
α
q
目
づ
α
q
ω
｛
臼
ω
o
H
α
q
Φ
は
、
筆
談
に
訪
れ
た
母
親
に
と
り
わ
け
授
乳
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
い
ず
れ
も
女
性
団

体
の
行
う
家
庭
訪
問
は
、
実
際
に
家
事
を
す
る
こ
と
か
ら
衛
生
を
教
化
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
医
師
の
健
康
指
導
を
家
庭
内
で
徹
底
さ
せ
る
こ
と

ま
で
を
含
む
。
そ
し
て
そ
れ
を
担
う
扶
助
員
や
調
査
員
は
女
性
で
あ
り
、
扶
助
を
受
け
、
指
導
さ
れ
る
の
も
、
社
会
的
下
層
の
妻
・
母
た
る
女

性
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
家
族
単
位
の
扶
助
が
、
女
性
を
受
け
手
と
し
て
、
女
性
の
「
母
性
」
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
扶
助
を
、
公
的
制
度
で
あ
る
住
宅
監
督
窟
の
職
務
と
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
要
求
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
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フ
ル
ト
女
性
団
体
同
盟
く
Φ
耀
き
醜
男
錘
⇒
ぼ
霞
帥
霞
串
9
器
嚢
禽
①
営
ω
が
～
九
〇
八
年
に
市
参
事
会
に
宛
て
た
請
願
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
女
性
団
体
同
盟
は
、
A
D
F
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
支
部
を
中
心
に
、
家
政
扶
助
団
体
や
権
利
保
護
セ
ン
タ
ー
、
女
性
扶
助
会
、
一
九

〇
二
年
に
結
成
さ
れ
た
ド
イ
ツ
女
性
参
政
権
協
会
U
Φ
暮
ω
畠
2
＜
2
①
ぢ
｛
費
閃
同
p
話
器
賦
白
霞
Φ
。
節
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
支
部
な
ど
市
内
の
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
女
性
団
体
が
、
女
性
の
政
治
的
社
会
的
要
求
を
貫
徹
す
る
た
め
に
一
九
〇
七
年
に
結
成
し
た
上
部
組
織
で
あ
る
。
そ
の
請
願
で
は
、
同
年
隣

国
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
の
ヴ
ォ
ル
ム
ス
郡
で
採
用
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
最
初
の
女
性
の
監
督
官
を
範
と
し
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
あ
る
べ

き
住
宅
扶
助
員
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
模
範
と
さ
れ
た
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
女
性
住
宅
監
督
官
に
関
し
て
少
し
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

　
監
督
官
ク
レ
ー
ネ
ζ
鼠
①
囚
δ
ぎ
Φ
は
、
そ
れ
ま
で
の
技
術
的
な
監
査
に
加
え
て
、
「
家
族
生
活
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
扶
助
を
、
そ
れ
を
必

要
と
す
る
家
族
に
対
し
て
統
一
的
に
行
え
る
よ
う
に
」
と
い
う
信
念
の
も
と
採
用
さ
れ
た
。
彼
女
に
は
女
性
の
も
つ
母
性
を
行
使
し
て
住
宅
に

介
入
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
の
女
性
監
督
官
の
職
務
を
、
彼
女
の
ま
と
め
た
報
告
書
か
ら
見
て
い
く
と
、
ま
ず
郡
を
ゲ
マ
イ

ン
デ
単
位
に
分
け
て
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
物
（
た
い
て
い
は
女
性
）
に
地
区
の
住
宅
扶
助
員
と
し
て
実
務
を
任
せ
、
そ
の
報
告
を
郡
レ
ベ
ル
で

ま
と
め
る
こ
と
と
、
各
地
区
を
回
っ
て
実
務
の
指
示
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
監
督
業
務
を
行
う
際
、
監
督
官
た
ち
は
助
産
婦
や
看
護
婦
と
協

力
し
て
、
住
宅
の
状
態
や
居
住
者
数
を
調
べ
、
清
潔
さ
を
保
つ
こ
と
や
食
事
の
作
り
方
の
指
導
も
行
う
。
ま
た
、
子
ど
も
の
ベ
ッ
ド
を
性
別
で

分
け
る
こ
と
や
、
部
屡
の
換
気
を
よ
く
す
る
こ
と
、
湿
気
を
少
な
く
し
て
乳
幼
児
の
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
を
指
導
す
る
の
も
職
務
に
数
え
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
際
に
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
住
宅
内
の
過
密
予
防
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
監
督
官
に
は
、
過
密
に
よ
っ
て
派
生
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

衛
生
上
・
道
徳
上
の
問
題
に
対
処
し
、
具
体
的
な
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
女
性
の
住
宅
監
督
宕
の
職
務
は
、
家
政
扶
助
団
体
や
そ
の
他
の
女
性
団
体
の
私
的
な
訪
問
扶
助
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
女
性
団
体
同
盟
は
、
そ
の
請
願
の
中
で
、
「
主
婦
は
家
政
知
識
を
備
え
た
女
性
に
相
談
す
る
方
を
好
む
こ
と
か
ら
、
住

宅
監
督
官
に
は
女
性
が
ふ
さ
わ
し
い
偏
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
女
性
の
住
宅
扶
助
員
は
、
「
社
会
的
使
命
の
担
い
手
」
と
し
て
、
折
尺
片
手
に

住
宅
調
査
を
し
た
り
警
察
の
よ
う
に
事
務
的
に
監
督
業
務
を
行
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
行
政
の
救
貧
扶
助
を
も
取
り
込
ん
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で
、
有
益
な
住
宅
福
祉
、
つ
ま
り
分
別
を
も
っ
た
個
人
と
し
て
の
関
係
を
被
扶
助
者
と
の
間
に
築
き
、
同
時
に
親
密
な
家
族
関
係
へ
の
侵
入
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

行
う
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
女
性
た
ち
が
私
的
な
団
体
の
家
庭
訪
問
を
、
す
で
に
女
性
が
末
端
を
担
っ
て
い
た
公
的
な
救
貧
扶
助
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
当
時
の
女
性
運
動
内
で
主
張
さ
れ
た
、
天
性
じ
d
2
母
と
し
て
の
女
性
性
す
な
わ
ち
母
性

を
行
使
す
る
こ
と
で
社
会
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
母
性
主
義
観
念
が
存
在
し
た
。
一
九
〇
八
年
の
請
願
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
、

住
宅
内
部
に
お
け
る
扶
助
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
女
性
の
専
門
職
に
す
る
試
み
の
第
一
歩
で
あ
り
、
住
宅
を
舞
台
に
し
て
母
性
主
義
を

て
こ
に
家
族
扶
助
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
も
あ
っ
た
。

　
他
方
、
住
宅
政
策
を
中
心
に
し
て
都
市
整
備
を
す
す
め
て
き
た
市
参
事
会
は
、
一
九
一
〇
年
に
再
度
、
住
宅
監
督
の
た
め
の
行
政
権
を
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
市
に
移
譲
す
る
よ
う
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
警
察
に
要
請
し
た
。
の
ち
に
初
代
住
宅
局
長
と
な
る
参
事
会
員
ル
ッ
ペ
国
Φ
§
p
暮
ぴ
鋸
マ

需
が
起
草
し
た
請
願
書
に
よ
れ
ば
、
住
宅
監
査
業
務
は
建
築
警
察
の
規
定
と
の
分
離
は
困
難
だ
が
、
警
察
が
行
う
住
宅
監
督
で
は
不
十
分
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
権
限
が
市
に
委
譲
さ
れ
る
な
ら
ば
、
制
度
化
さ
れ
た
住
宅
監
督
官
に
よ
っ
て
、
家
主
・
借
り
手
の
双
方
に
理
想
的
な
住
宅

の
利
用
法
に
つ
い
て
教
示
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
市
側
が
構
想
す
る
住
宅
監
督
の
業
務
は
、
居
住
者
の
衛
生
監
査
を
土
台
に
、
内
縁
関
係

の
監
督
（
風
紀
警
察
）
、
子
ど
も
の
監
視
（
刑
事
警
察
）
、
ベ
ッ
ド
借
り
人
の
規
制
を
包
摂
し
、
建
築
警
察
と
権
限
が
重
複
し
な
い
も
の
だ
、
と
い

　
　
　
　
⑲

う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
市
側
は
、
女
性
団
体
同
盟
が
主
張
し
た
よ
う
な
、
社
会
的
下
層
の
家
族
関
係
へ
の
介
入
お
よ
び
扶
助
を
念
頭
に
置
い
て

住
宅
監
督
を
構
想
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
住
宅
監
督
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
借
家
人
協
会
の
み
な
ら
ず
、
家
主
・
地
主
の
団
体
も
賛
成
し
て
い
た
。
市
議
会
・

市
参
事
会
の
過
半
数
を
占
め
る
家
主
・
地
主
も
、
一
九
＝
年
に
借
家
人
の
横
暴
と
粗
雑
さ
を
阻
止
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
住
宅
監
督
を
要

求
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
家
主
・
地
主
団
体
は
、
警
察
的
な
強
制
装
置
で
は
な
く
、
住
宅
の
人
為
的
劣
化
を
予
防
す
る
よ
う
な
自
治
体
の
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
て
住
宅
監
督
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
制
度
導
入
の
理
由
づ
け
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
世
紀
転
換
後
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
公
的
な
住
宅
監

督
官
の
設
置
が
｝
致
し
て
求
め
ら
れ
た
。
市
側
が
一
九
一
〇
年
に
国
家
警
察
や
中
央
政
府
と
折
衝
を
再
開
し
た
背
景
に
は
、
市
内
に
お
け
る
住

宅
監
督
制
度
の
導
入
を
要
求
す
る
強
い
声
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
一
一
年
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
側
が
住
宅
行
政
の
権
限
委
譲
を

拒
否
し
た
た
め
、
市
当
局
は
つ
い
に
独
自
に
住
宅
監
督
制
度
の
導
入
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
翌
一
九
＝
～
年
に
は
住
宅
局
を
設
立
し
、
住
宅
監

督
業
務
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
二
名
の
住
宅
扶
助
員
と
一
名
の
助
手
が
各
々
住
宅
を
訪
問
し
て
、
欠
陥
や
不
備
が
な
い
か

を
調
査
す
る
と
同
時
に
、
「
家
族
扶
助
」
の
側
面
を
も
つ
住
宅
扶
助
も
業
務
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
た
。
住
宅
扶
助
に
関
し
て
は
、
女
性
圃
体
同

盟
の
請
願
か
ら
、
他
の
都
市
と
同
様
も
っ
ぱ
ら
女
性
扶
助
員
に
任
さ
れ
、
男
性
扶
助
員
に
は
専
門
技
術
が
要
求
さ
れ
る
建
築
上
の
欠
陥
を
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
業
務
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
郡
に
遅
れ
を
と
っ
た
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
も
、
社
会
的
下
層
の

住
宅
内
部
で
の
家
族
扶
助
が
、
公
的
扶
助
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
ヨ
旦
①
H
馬
飛
P
ω
」
。
。
一
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
エ
ッ
セ
ン
で
一
八
九
九
年
、

　
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
一
九
〇
四
年
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
一
九
〇
五
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

　
一
九
〇
八
年
に
自
治
体
の
住
宅
監
督
が
轟
入
さ
れ
て
い
る
。

②
ω
8
蕊
ρ
掛
鎚
P
ω
．
①
9
囚
喜
”
》
象
9
P
9
①
N
タ
ー
ン
は
住
宅
監
督
の

　
タ
ー
ム
の
区
別
が
は
っ
き
り
と
職
務
の
相
違
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

　
の
は
、
｝
九
一
〇
年
前
後
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

③
囚
爵
p
発
鋒
9
ψ
①
O
ふ
磨

④
象
罫
ω
・
刈
甲
。
。
O
．
興
味
深
い
こ
と
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
は
こ
の
時
点
で
は

　
工
業
化
の
度
合
い
も
弱
く
、
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
も
な
か
っ
た
。

⑤
撃
罫
ω
．
①
回
．

⑥
国
臨
藁
。
。
Φ
。
。
＼
⑩
P
ω
9
①
刈
ρ

⑦
N
ミ
凄
慈
藁
轟
疑
町
ミ
ミ
§
ぎ
馬
韓
§
§
勲
閃
茜
艮
｛
巨
婁
9
融
昌

　
一
⑩
O
ρ
ψ
憲
山
①
．

⑧
公
益
住
宅
用
の
土
地
収
用
を
有
利
に
定
め
た
こ
の
法
律
は
、
や
が
て
ド
イ
ツ
全

　
体
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ω
齢
鉱
貫
田
舞
9
ω
．
邑
①
・

⑨
野
ぎ
昼
轟
9
ω
．
①
ρ
無
期
①
円
甲
鍋
鋒
P
ω
．
δ
O
山
ω
卜
。
る
①
甲
8
①
・

⑩
ω
け
Φ
賞
鋒
鼻
P
ω
．
邸
黛
囚
毎
。
“
鋒
黛
9
ω
．
①
O
ふ
ド

⑪
　
ω
9
0
げ
ゆ
ρ
鍋
象
P
ψ
ゆ
り
　
囚
島
ロ
甲
鉢
簿
9
ω
．
①
一
よ
ト
⊃
．
こ
の
要
求
は
市
の

　
保
健
部
が
住
宅
紹
介
と
入
居
前
に
住
宅
調
査
を
行
う
こ
と
で
一
部
実
現
さ
れ
て
い

　
る
が
、
不
健
康
住
宅
を
取
り
除
く
た
め
の
権
限
が
な
く
、
住
宅
の
改
善
は
思
う
よ

　
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
住
宅
会
議
に
つ
い
て
は
、
閣
Φ
艮
糞
お
男
μ
誹
ダ
∪
Φ
同
霞
。
。
8

　
≧
蒔
Φ
ヨ
①
一
器
匹
Φ
三
。
・
畠
Φ
≦
0
7
匿
蹟
。
。
ぎ
お
H
①
ご
。
し
『
ぎ
N
ぎ
飾
躊
ミ
§
馬
N
ミ
§
頓

　
濤
、
篭
ミ
鳶
§
隷
臥
尋
無
紺
ミ
9
偽
、
“
ミ
堕
一
⑩
O
♪
ω
．
ω
①
甲
G
Q
①
麟
を
参
照
。

⑫
辮
越
、
前
掲
論
文
、
四
一
七
頁
参
照
。

⑬
2
§
レ
Φ
拝
ω
．
？
⑩
葛
§
縁
駐
q
蓼
ミ
嵩
辱
ヘ
ミ
：
も
畢
9
ω
．
δ
㎝
．

⑭
固
磐
ω
暴
言
る
鼻
9
ω
」
㎝
。
。
－
一
紹
b
ち
み
8
b
刈
轟
．
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⑮
ω
餌
。
霧
ρ
騨
鋒
P
ψ
①
伊
他
に
乳
児
保
護
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
祖
国
女
性

　
同
盟
く
舞
①
篠
ぎ
鋳
。
。
畠
興
閃
『
震
Φ
5
く
Φ
H
Φ
ぎ
の
支
部
で
あ
る
。
≦
凶
陣
巴
Φ
び
鼻
舞
P

　
ω
］
O
G
。
．
ま
た
肉
ミ
甲
ω
．
一
〇
〇
。
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
乳
児
扶
助
団

　
体
は
、
～
九
＝
年
に
は
市
内
で
＝
瓢
カ
所
の
施
設
を
も
ち
、
一
九
＝
二
年
ま
で

　
は
医
師
三
二
名
、
看
護
婦
八
名
、
扶
助
員
｝
二
名
に
よ
っ
て
乳
児
の
健
康
に
関
す

　
る
相
談
を
受
け
た
り
授
乳
の
指
導
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
一
一
年
に
は
二

　
五
七
八
人
、
一
九
～
二
年
に
は
三
六
三
一
人
、
　
皿
九
一
三
年
に
は
四
四
三
〇
入

　
（
延
べ
入
数
）
の
母
親
が
相
談
に
訪
れ
て
い
る
。

⑯
ゆ
舞
①
尉
冨
ぎ
り
黛
鋒
9
ω
．
ω
G
。
㎝
－
。
。
G
。
ρ
屋
窪
ω
羅
盛
り
掛
鼻
P
ω
■
綬
唱

　
ω
O
一
－
ω
O
㎝
．

⑰
§
ぎ
§
ミ
ミ
譜
、
き
藻
§
ぎ
国
ミ
賢
誌
憩
馬
ぎ
§
誉
・
N
漣
9
≦
。
§
。
。
ら
芦

　
ω
．
卜
⊃
O
－
鱒
圃
①
ω
1
①
駆
．

⑱
囚
爵
p
輿
鉢
9
ω
．
録

お
　
わ
　
り
　
に

⑲
宰
罫
¢
爵
ふ
ω
．

⑳
寧
餌
ω
■
①
α
．

⑳
の
p
畠
ゆ
P
象
鋒
9
ω
．
①
O
．
な
お
ア
ポ
ラ
ン
ト
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
上
述
の
よ

　
う
な
家
族
扶
助
の
担
い
手
と
な
る
女
徽
の
住
宅
監
督
官
は
、
一
九
一
〇
年
の
時
点

　
で
ド
イ
ツ
帝
国
内
に
は
名
誉
職
で
は
三
〇
人
、
有
給
官
吏
で
は
四
人
い
る
が
、
ヴ

　
ォ
ル
ム
ス
郡
の
ク
レ
ー
ネ
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん
ど
が
監
督
助
手
の
地
位
に
あ
っ
た
。

　
｝
2
超
〉
℃
9
き
ρ
勲
ミ
ミ
N
。
q
§
駄
藁
ミ
き
ミ
譜
、
唄
ぎ
讐
註
譜
、
9
ミ
§
舞

　
ど
Φ
な
鉱
σ
q
＼
ω
Φ
難
p
竈
一
ρ
ω
．
。
。
O
－
。
。
卜
。
■
ま
た
叙
爵
P
押
扇
9
ω
．
謡
も
刈
に
よ
れ

　
ば
、
業
務
の
違
い
は
、
そ
れ
に
要
求
さ
れ
る
資
格
と
給
与
の
面
で
も
差
を
生
じ
た
。

　
技
術
上
の
専
門
教
育
を
受
け
た
男
性
が
住
宅
監
査
に
従
事
し
、
家
政
学
校
や
社
会

　
的
女
性
学
校
と
呼
ば
れ
る
福
祉
学
校
で
学
ん
だ
女
性
が
住
宅
扶
助
を
煎
っ
た
。
｝

　
九
一
霊
年
の
時
点
で
、
男
性
の
給
与
は
年
聞
二
七
〇
〇
…
四
七
〇
〇
マ
ル
ク
で
あ

　
る
の
に
対
し
て
、
女
性
は
二
四
〇
〇
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
、
第
二
帝
政
期
の
初
期
に
急
激
な
人
口
の
増
加
を
経
験
し
、
そ
の
帰
結
と
し
て
住
宅
が
数
的
に
不
足
し
、
そ
れ
ら
と

絡
み
合
っ
て
社
会
的
下
層
の
住
宅
内
部
で
の
不
衛
生
と
不
道
徳
と
い
う
住
宅
の
質
的
欠
陥
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
負
の
側
面
に
対

し
て
、
社
会
的
下
層
に
向
け
て
は
じ
め
に
生
活
改
善
を
指
導
し
実
践
で
き
た
の
は
、
家
政
扶
助
団
体
に
代
表
さ
れ
る
、
女
性
を
中
心
と
し
た
私

的
な
団
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
団
体
に
よ
る
個
別
的
な
活
動
は
、
折
か
ら
生
じ
て
い
た
衛
生
運
動
や
乳
児
死
亡
の
予
防
扶
助
な
ど
を
取
り
込

ん
で
、
家
族
全
体
を
扶
助
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
に
な
り
、
生
活
の
場
で
あ
る
住
宅
に
お
い
て
、
健
康
と
至
徳
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
包
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

的
な
家
族
扶
助
へ
と
向
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
公
的
な
制
度
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
「
住
宅
扶
助
は
家
族
扶
助
で
あ
る
」

と
い
う
ク
レ
ー
ネ
の
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
の
一
環
と
し
て
の
住
宅
監
督
が
制
度
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は
、
女
性
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の
も
つ
「
女
性
性
」
つ
ま
り
母
性
を
行
使
し
た
、
労
働
者
家
族
の
衛
生
化
と
市
民
社
会
へ
の
組
み
込
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
場
合
も
、
家
族
扶
助
員
が
総
合
的
に
労
働
者
家
族
を
保
護
す
る
家
族
扶
助
シ
ス
テ
ム
が
、
公
的
制
度
と
し

て
確
立
さ
れ
る
の
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
一
九
二
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
歴
史
的
な
発
端
は
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
市
の

救
貧
行
政
を
も
支
え
た
第
二
帝
政
期
の
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
私
的
団
体
に
担
わ
れ
た
救
貧
扶
助
か
ら
発
し
た
、
社
会

的
下
層
の
生
活
の
場
で
あ
る
住
宅
を
舞
台
に
し
た
家
族
扶
助
で
あ
る
。
こ
の
女
性
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
、
フ
ユ
ル
ト
が
一
九
〇
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
強
調
し
た
よ
う
に
、
「
衛
生
や
家
経
済
に
つ
い
て
教
育
を
受
け
た
女
性
が
、
住
宅
監
査
や
住
宅
扶
助
を
担
い
う
る
」
と
い
う
共
通
理
解
の
も

と
確
立
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
で
は
女
性
の
住
宅
監
督
官
と
い
う
公
的
制
度
に
結
実
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
事
例
か
ら
、
家
族
扶
助
の
制
度
化
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
他
方
で
、
労
働
者
層
の
保
護
、
な
か
ん
ず
く
女
性
労
働
者
層
の
形
成
と
そ
の
保
護
と
い
う
も
っ
と
広
い
枠
組
み
の
中
で
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
家
族
扶
助
が
目
指
し
た
の
は
、
健
康
な
次
世
代
の
育
成
で
あ
り
、
と
り
わ
け
乳
児
保
護
の
た
め
に
と

い
う
国
民
衛
生
学
の
名
目
の
も
と
女
性
労
働
を
規
制
し
て
い
っ
た
流
れ
に
悼
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
帝
国
が
大
き
く
干
渉

国
家
・
社
会
国
家
の
体
裁
を
整
え
て
い
く
過
程
で
出
さ
れ
て
き
た
、
女
性
労
働
者
、
ひ
い
て
は
女
性
全
体
の
母
性
保
護
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に

し
た
家
族
扶
助
と
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
点
は
次
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
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Wohnungspolitik　und　Familienftirsorge　in　Frankfurt　a．　M．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1870－1914

von

KITAMURA　Yoko

　　Die　rasch　voranschreitende　lndustrialisierung　zu　Begiim　der　Reichsgrtindung

brachte　fur　das　Gros　der　Arbeiterkiasse　Wohnverhaltnisse，　die　zu　einem　groBen

sozialen　Problem　im　Kaiserreich　wurden．

　　Zur　L6sung　dieser　soziaien　Frage　war　man　zum　einen　bemttht，　in　gr6Berern

Umfang　Wohnungsneubauten　und　Sanierung　zu　verwirklichen，　was　um　die

Jahrhundertwende　zum　6ffentlichen　System　der　Wehnilngsinspektion　fuhrte．　Zum

anderen　sah　man　sich　vor　die　Notwendigkeit　gestellt，　Sozia｝arbeit　durchzuf（ihren，

die　auf　das　Vermitteln　von　bifrgerlicher　Wohnkultur　und　一　hygiene　abzielte．

Letzteres　wurde　bis　zum　1．　Weltl〈rieg　als　Familienfursorge　verstanden，　welche　die

Verbesserung　der　Lebensverhtiltnisse　der　Arbeiter　und　ihrer　Familien　zum　Ziel

hatte．

　　Gegenstand　der　Untersuchung　sind　mit　Blick　auf　die　Aktivitaten　der

Frauenvereine　der　Zusammenhang　zwischen　diesen　beiden　sozialen　MaBnahnen，

die　historischen　Umstande，　die　das　System　der　Wohnungsinspektion　und　der

Familienf（irsorge　bedingten，　und　die　Weiterentwicklung　dieses　Systems　in　der

Kaiserzeit　bis　hn　zur　Weimarer　Republik，　in　der　beide　Begriffe　mehr　oder

weniger　gleichbedeutend　verwendet　wurden．

　　Eine　Fallstudie　der　in　Frankfurt　am　Main　getroffenen　WohnungsmaBnahmen，　die

als　VorlAufer　der　Wohnungspolitik　jener　Zeit　gesehen　werden　k6nnen，　gab　uRs

AufschluB　dartiber，　da8　private　Armenf［irsorge　durch　Frauenvereine　wegweiseRd

war　fUr　das　System　der　Familienf（irsorge　und　der　6ffeRtlichen　Wohnungsinspektion

im　Kaisenreich．
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